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昨年春,全国の工業高校から165校 を抽出し,工業教科の実験実習がどのようなテーマ・

内容で行なわれているかをアンケー ト調査 しました。そして,そ の集計結果を本研究報告第 7

号に,「工業教科 (実験・実習)内容の調査報告 (そ の 1)」 として報告しましたが,その報告には,

物理的理由等によって,調査 した学科すべてについて集計することができなかったため,集計
の終わった機械 0電気・電子・工業化学の 4学科について集計結果を報告 しました。その後 ,

私達は残された建築 。土木・化学工学 。色染化学 0繊維工学 。金属工業・情報技術・ インテリ

ア・デザイン・精密機械・造船・ 自動車・窯業・工芸などの諸学科についての集計作業を続け,

その結果をまとめることができました。ここに調査報告 (その 2)と して報告いたします。関係

諸学科の方々には報告が大変遅れましたことを深くお詑びいた します。

なお,集計方法や報告の様式はほぼ前回どおり行ないました。

1 建築科における実験実習
( ,    調査校の建築科 79科のうち 43科から回答が寄せられましたので,以下にその結果を報告

致 します。

(1)実験実習の単位数

調査各校の実験実習の学年別単位数を表. 1に ,ま た, 3年間合計単位数を表。2に示します。

表 1 実験実習の学年別単位数

単位数

学 年
1

つ 3 4 5
浚
Ｕ

1 年 (実施校数 ) 1
（
Ｕ

，

コ 7 3 1

2年 (実施校数 ) 18
つ
０ 5 1

3年 (実施校数 ) 5 17

学年別の実験実習単位数は第 1学年で 2単位,第 2学年で 2～ 3単位,第 3学年で 3～ 4単

位配当している学校が多 く,学年が進むにつれて単位数が多 くなっている。

表 2 実験実習の 3年間合計単位数

単 位 数 4 5 6 7 8 9 10 11
，

し

実 施 校 数 1 1 1

（
）

ｂ́ 2
，

“ 3 1

( .    3年 間の実験実数単位数は 7～ 8単位の学校が多 く,学年順に 2-2-3(単 位),2-3-3
(単位 )の どちらかの単位構成をとっているようである。

12)お もな実験実習の学年別実施状況

表, 3に おもな実験実習の学年別実施状況を示す。

表 3 おもな実験実習の学年別実施状況

T 1年 2年 3年 1年 2年 3年

測 量 実 習 20 1 30 設 備 実 習 10

材 料 実 験
廣
υ 32

９

一 施 工 実 習 24 27 1 36

構 造 実 験 21 9
，

“ 製 図 18 4 9

計 画 実 習 1116 （
υ
９

“ 情 報 処 理 1 3

この表で,実施校数を全学年にわたって合計すると43を越える分野がある。これは,そ の

分野のいくつかのテーマを各学年ごとにわけたり,ま た,学年が進むにつれ,い くつかのテー

マを総合的に実施 しているからである。
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表

実験実習テーマ,実施校数,時間数について

4に実験実習テーマ,実施校数,時間数の一覧表を示す。

表 4 実験実習テーマー覧表

① 潰1 里 実 習

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
1実 施 校 数

百

距離測量 3～ 12 （
υ 7

（
υ

ワ
イ
９

一

平板測量 3ヘン20 11 7 り^ つ
０

水準測量 3-20 8 ∩
υ

∩
υ
つ
０

トランシッ ト測量 3-20 4 12 41

建築工事測量(測設 ) 3-20 1 3
，

レ

面積,体積の計算 3～ 10 1 , 3

② 材 料 実 験

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 計

木  材 2～ 10 ワ
ー 8 3 18

14

4
一
ｒ

・
Ｏ
υ

f〔:雪 鷺ζ水率,年輪の測定を含む。)
ウ
′

′
υ 1

IF万函薦薮
う
０

1

1引張試験 4 3

(面7試験 5
つ
０ 1

セ メ ン ト 6-28 8 9 8 25

18

13

25

r比重試験 6 10 ，

７

■
１

1凝結試験 4 8

1強さ試験 3～ 4 浚
υ 14 5

1務栞度試腰 3 6 1 10

(安定性試験 3 6 1 10

骨  材 6-20 晨
υ

９

″

次
υ 32

rS、 るいわけ試験 2～ 3 7 15 3 25

1緬師 δ薩 落Iび吸禾蔓試験 2～ 3 4 10 5 19

1粗膏材ゐ比董および吸禾菫試験 4 8 5
ワ
ー

1表面ボ量 2～  3 4 7 3 14

1単位容積重量試験 2～ 3 5 10 3 18

1肴預不羅物試験 3 7 3
う
０

(蔦珊 酸 つ
え 4

コンクリー ト 6-22 1

次
υ
ワ

″ 10 37

rス ランプ試験
，

″

Ｑ

） 6
９

″

1空7薙劃睫 1 9 4
И
螢

1庄陥祗「き碩験 2～ 4 1 20 5
公
υ

，

“

1調合設計 2～ 8 ，

″ 19 6 27

ll塾)]こ話奸聞荼 1 1 2

1非破壊検査(ジ Iミ う
~ド

法う
，

コ 1 3

A`EゴシタラI下
~蕗

1

鋼   材 3～ 6 2
∩
υ 8 ９

・

`鉄

筋の引張試験 2～  6 1 18 8 ″
′
９
一

t鉄筋め面万語蔽
つ
つ 3
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③ 構 造 実 験

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 十

部

材

実

験

平鋼の曲げ試験 4～ 6 2 3 5

平鋼の引張試験 1 4 Э

帯板の破壊線の測定 3 1 1

H形鋼の曲げ試験 1 1 2

長柱試験 4 2
つ
ん

鋼材の曲げ(片持梁) 2
，

″

薄鋼板はりのたわみと横座屈 つ
０

1 1

接

合

部

実

験

木材継手実験

(釘,ボル ト接合,接着剤)
4～  8 1 1 5 7

リベット切継試験 4 1 1

鉄骨造接合部 1 1

高カボル ト結合と普通ボル ト結合

との比較
2 2

骨

組

実

験

ス トレンゲージによる鋼構造物試

験
3～  8 2 3 5

鉄筋コンクリートばりの載荷試験 4-10 1
（
υ 11

鉄骨 ラーメンの曲げ試験 3 1 1

鉄筋コンクリー ト山形ラーメンの

強度試験
1 1

木造構造物試験 1 1 2

木材の組み立て曲げ材の強さ

い平イ予トラス)
4 1 1

木造 トラスの載荷試験 4～  9 1 1 2

溶接強度試験 3 2 2

溶接部の非破壊試験 3～ 9 1 1 2

ラーメンの光弾性試験 3～  4 3
∩
υ

，

“

鉄筋コンクリートの非破壊試験 4 1 1

電気抵抗線ひずみ計によるひずみ

の測定
3 1 1 2

ヽ

、

‐

‐

′

ノ

′

造一クンコ
等

筋

所

鉄

務
，
事

習

造
　
，
演

算

骨

場

礎

計

鉄

工

基

造

／
１
ヽ
ヽ

構

′
υ

民
υ

つ
る

ワ
′ 9

④ 計 画 実 習

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

建

築

と

気

候

日影曲線と隣棟間隔の測定 2～ 10 3 8 7 8

有効温度の測定 2～ 4 2 7 7 6

じんあい量の測定 2～ 8 1 6 8 5

炭酸ガス濃度の測定      1  2～ 8 1 8 7
´
υ

室内気流の測定(換気・通風) 3～ 4 2 5 7

カタ寒暖計による室内風速の測定 3 1 1 2

気温,気圧,湿度の測定 2～ 6 1 5 1
マ
イ

-33-



実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

建

築

音

響

騒音浸1定 3～ 8 2 13 29

室内音圧分布の測定
つ
０ 1 3 4

室内残響時間の測定 2～ 3 2 4 6

明りょう度の測定 3～ 4 1 2 3

しゃ音特性の測定 3～ 4 3 5 8

採
光

と
照
明

昼光率の測定 3～ 8 3 8 8 19

照度の測定 2～ 8 2 Ｕ^ ，

一 24

日射量の測定 1 1

日照時間の測定 6 1 1

電燈数の算出 2 1 1

建築と色彩 (色の測定 ) 2～ 4 3 2 2 7

⑤ 設 備 実 習

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

給
排
水
設
備

直管,曲管,ベ ンチュリ管等の抵
抗と流量測定

3 l 1

給排水設備,衛生設備 2 2

配管の接合,検査 6 1 1

空

気

調

和

設

備

定い期噸

の

と

布

鋤

難

航

船

備

和

の

気

誡

蜘

〔

抑

気

／
１
１
ヽ

売
エ

8～ 12 （
υ 10

事務室の暖房負荷計算 4 1 1

空気線図と空調計算 8 1 1

1 2 3

パ ッケージ型空調機の冷暖房能力

の計算
1 1

設備の設計 と製図 1 4 5

電気設備

住宅の屋内電灯配線設計
8 1 1 1

⑤ 施 工 実 習

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

基

本

木工機械
ハ
）

′
υ 4 2 4

（
）

なわ張り,水盛りやりかた 3～ 12 4 5 14

地業,基礎 2 1 3

木進実習 10-40 18
（
υ 3 31

工具の手入れ
，

“ 3 1 16

墨つけ 6
９

一 2
（
υ

加工 (継手,仕口) 18 6 24

建方 2 5 7

原寸図 3 1
民
υ

飾り棚の製作
９

″ 1 1

木造倉庫の製作 1 1
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多ノ

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

鋼構造実習 9-36 8
′
Ｕ 24

`型
4

′
Ｕ 10

担工望がさ._平作) 3 3 6

1隻ケK狸主主主_リ 3～ 15 R 10 18

111盗 _璧 3～ 12 1
′
υ 4

自転車置場

自動車庫

1 1

1

一９

″

ｉ
ｌ

鉄肋 コ ンク リー ト造 冥 習 0-3b 0 13 19

r鵬た二塁出上 1 1

，

一

1理工■聾立I 4
つ
０

７
′

現`寸図 つ
０ 3 6

プロック造実習 2～ 18 3 7
（
υ

r憂寸図 1 2
０
０

kブロック積み ９

“ 5 7

地盤調査

地耐力載荷試験
1 1 2

塗装実習 1 1 1

積   昇
木造,鉄筋コンクリート造,
鉄骨造, ブロック造

8～ 33 1 12

見  学
木造・ ブロック造・鉄骨造 ,

鉄筋コンクリー ト造工事現場

各種の住宅

6～ 12 4 2 4

確認申請書の書き方 3 1 1

⑦ 製 図

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

製図の基礎

〔信昌株

線,投影法,切断,〕 10-30 ∩
υ 1

（
υ

造

形

透視図法

1糧禁場妹駅笈ふ衡黒重場〕
6～ 24 15 7 2 24

色 彩 6～ 8 5 1 6

面の構成 5 1

立体の 2 2

デ ッサ ン
（
Ｕ 1 1

デ ッサ ン 4~ 9 6 6

〓
Ｊ

6 1 1

水彩画 2 2

スケ ッチ (静物 及び建物 ) 2 2

写真模写 4 1 1

立体作成 (粘土,セ ット紙 ) ∩
υ 1 1

彫  塑 6 1
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実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

造

形

建築模型製作

材料 :バ ′レサ,マ ット紙 ,
スチロンボー ド

事務所,住宅

木造倉庫

く洋風小屋組

ｎ
υ

（
リ
つ
０ 6 4 3

つ
０

設

計

製

図

木構造の設計製図 12～ 60 2
つ
０ 3 8

鉄骨造の設計製図 10-18 1 2 3

鉄筋コンクリー ト造の設計製図 42 1   1    5 6

ブロック造の設計製図 12-33 2   1 2

③ 製図については,「建築設計製図」でとりあつかうが,今回の調査では,学校により
実習の中に製図をとりいれているところもあったので,整理してみた。
この製図については大きな分類しかできなかったことをことわっておきます。

14)ま とめ

建築実習としては,浪1量実習,材料実習,構造実験,計画実習,施工実習が実施されており,
設備実習はあまり実施されていない。

以下,各分野について概観しますっ
(a)潰1量実習

距離測量,平板測量,水準測量, トランシット測量,工事潰1量を各校とも 1学年から3学年
にわたって実施している。

(b)材料実験

材料実験の実施学年は 2学年が多く,テ ーマとしては木材,骨材,セ メント,コ ンクリート,

鋼材の実験をとりあげているc

(C)構造実験

構造実験は主に 3年次に実施されている。テーマとしては,平鋼の曲け,引張試験,木材継

手試験,鉄筋コンクリートばりの実験, ラーメンの光弾性試験などが主にとりあげられている。

構造計算実習を実習の中に組み込んでいる学校もある。

ld)計画実習

計画実習は2, 3年次に実施されている。テーマとしては,日影曲線,有効温度の測定, じ

んあい量の測定,炭酸ガス濃度の測定,騒音測定,昼光率の測定,照度の測定が主にとりあげ

られている。

色彩については造形実習でもとりあげられているが,調査書´ヽの記ヌ、分類が計画実習になっ

ているものは計画実習として整理した。

(e)設備実習

建築科においては設備実習はあまり実施されていない。テーマとしては空気調和設備実習が

主にとりあげられている。

設備の関係上,負荷計算や設備の設計 0製図を実施している学校もあるD
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(f)施工実習

1年次で,基本施工実習,木造実習を, 2・ 3年次で,鋼構造・鉄筋コンクリー ト造・ ブロ

ック造実習を実施 している。

基本施工実習では,木工機械の取扱い,な わ張 り,水盛やりかた,地業,基礎がとりあげら

れている。

木造実習では,工具の取扱い,現寸図,墨つけ,継手 。仕:回 の加工などがとりあげられてい

る。

鋼構造では,現寸図,加工,組立セットによる建方がとりあげられている。

鉄筋コンクリー ト造実習では現寸図の作成,鉄筋の力[圧 ,組立てがとりあげられているぅ

ブロック造実習ではブロック積みを行っている。

これらの作業を伴った実習の他に,積算,見学なども施工実習としてとりあげられている。

つ     製日のl礎はT年次に実施されている。
造形実習としては,透視図,面・立体の構成,デ ッサン,模型製作が行なわれている。
(h)情報処理

数校が実施 しているが,そ の内容は,フ ォー トランによるプログラミング,構 造計算であ

る。

2 土木科における実験実習
調査校の土木科 66科のうち40科から回答が寄せられましたので,以下にその結果を報告
致 します。

(1)実験実習の単位数

調査各校の実験実習の学年別単位数を表 。1に ,ま た, 3年間合計単位数を表。 2に 示 しま

す。

表 1 実験実習の学年別単位数

単位数

学  年
９

″ 3 4 5 6 7

1 年 (実 施校数 ) 18 18 4

2 年 (実 施校数 ) 6
（
υ
ワ

“

（
υ 1 1 1

3 年 (実 施校数 ) 2
つ
０

９

″ 2 Zl

学年別の実験実習単位数は第 1学年で 2～ 3単位,第 2学年・第 3学年で 3～ 4単位配当し

ている学校が多い。

表 2 実験実習の 3年間合計単位数

単 位 数 4 5 6 7 8 9
（
υ

９

“

Ｏ

υ 14 15

実 施 校 数 1 1 1 4 13
ハ
） 3 5 1 1

3年間の実験実習単位数は 9～ 10単位の学校が多く,学年順に2-3-4(単 位), 3-3
-3(単位), 3-3-4(単位)な どの単位構成をとっているようである。
12)お もな実験実習の学年別実施状況
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表 3 おもな実験実習の学年別実施状況

斡

＼ヽ実験実習分野
1年 2年 3年 1`平 2奪 3年

測 量 実 習
（
フ

″
／

，

″ 水 理 実 験 10 19

材 料 実 験 ，

コ

つ
０ 施 工 実 習 つ 4 （

）
，

″

構 造 実 験 5 19 情 報 処 理 1

瞑
υ 7

土 質 実 験
つ
０
９

し

つ
０

この表で,分野によっては,全学年を合計すると40を越える分野もある。これは,そ の分
野のいくつかのテーマを各学年ごとに分けたり,ま た,学年が進むにつれ,い くつかのテーマ

を総合的に実施しているからである。

(3)実験実習テーマ,実施校数,時間数について

表4に実験実習テーマ,実施校数,時間数の一覧表 を示す .

表 4 実験実習テーマー覧表

① 潰」 里 実 習

実 習 テ ー マ 時間数(hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

距離測量 4-18 次
υ

，

“ 1
つ
４

平板測量 6-33 34 5 3 42

トラバ ース測量 6-46 16
，

ａ 3 31

トランシッ ト測量 6-42 ０
こ

，

“ 5 2 29

水準測量 6-42 ｎ
υ
９

一

９

“ 3 仄
υ

スタジア測量 6-ZU 5 9 3 ワ
ー

三角測量 6～ 62 2 18 11 つ
０

地形浸1量 10 （
υ
０
０

つ
０ 9

路線潰1量 10-54 つ
０ 12 廣

υ
，

″

河川測量 3～ 12 3 5 Ｏ
Ｏ

写真潰1量 5～ 12 3 8

体積 e面積浜1定 4～ 12 （
υ 8 2 20

曲線設置 4～ 12 9 11 ∩
）
９

一

総合浸1量

(輩冒笛智[曇rの測量|
18´ヤ 66 1 6 7

② 材 准| 実 験

実 験 テ ー マ 時間数 (hr)
冥 施 校 数

一
1年 2年 3年 計

セ

メ

ン

ト

比重試験 1～ 6 8 4
つ
０

，

“

粉末度試験 2～ 8 6
員
υ 11

凝結試験 1～  8 5
ｒ
Э 3

つ
０

安定性試験 2～ 4 5 7 つ 14

強さ試験 2～ 8 9 6
″
′
９

コ
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つ

実 験 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

も、るい分け試験 2～ 6 ，

“ 18 9 39

骨

材

細詈材の比重 0吸水率試験 2～ 6 ′
υ 10

ウ
′
つ
０

粗骨材の比重 。吸水率試験 2～  6 18 9 38

細骨材の表面水量 2～  6 10 一ｂ 5 （
υ
つ
０

単位容積重量試験 1～  4 7 14 8 29

且骨材のすリヘリ試験 2～  4 5
つ
０ 19

砂の有機不純物試験 3～ 5 2 4 2 8

洗い試験 3～ 5 3 6 1
（
υ

粗骨材の軟石量 3 2 2

安定性試験 1 2 3

スランプ試験 2～ 8 2 2 14 28

コ

ン

ク

l)

l

ト

まだ固まらないコンクリートの空

気量浜1定
2～ 3 1 11 8

（
）

圧縮強度試験 2～ ９

“ 2
′
υ 18

次
り

引張強度 1～ 2 3 8

曲げ強度試験 2～ 6 1

（
）

つ
０ 24

の設計 2～ 12 2 9
∩
υ 30

シュミットハンマによるコンクリ

ー ト強度の非破試験
2 4 6

また
｀
固まらないコンクリートの洗

い分析
,

1 3

AEコ ンクリー トの空気量 ９

“ 1 1

ミキサで練 りまぜたコンクリー ト

中のモルタルの差及び粗骨材量の

差 (強度 )

1 1 1

使用水量によるコンクリー ト強度

の変化
42 1 1

ブリージング試験 (コ ンクリート中

の粗骨材の分離状態)
1 1

混和剤及び砂の種類によるモルタ

ルの強度
42 1 1

養生と強度の関係 42 1 1

セメントの強度 42 1 1

鉄

　

筋

鉄筋の引張試験 2～ 3 1 1 17

鉄筋の曲げ試験 2 5 7

鋼板の座屈 4 1 1

鋼板の引張試験 4 1 1

ア

ス

フ

ア

ル

ト

針入度試験

伸度試験

軟化点試験

2～ 4
2～ 4

2～ 4

3

3

3

3

3

3

‐６

一‐６

一
‐３

２９

一２８

一
２３

引火点試験 1～  4 3
つ
０

つ
０

，

″

９

″

アスファル ト乳斉1の エングラー度

試験
1′～ 2 2 5 7

アスファル ト混合物の安定度試験

(マ ーシャ′レ式)
2～ 12 1

（
Ｕ 17 28
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実 験 テ ー マ 時間数 (hr)
実 方色 校 数

1年 2年 3年 言十

ア

ス

フ

ア

ル

ト

アスファル ト混合物の安定度試験

い ―バート式 )
2 つ

アスファル ト混合物の配合設計 4～ 20 1 4 17

アスファル ト混合物の抽出試験 3～ 8 1 3 5 9

比重試験 3 1 1 2

歴青材料 ‐7 1 1
つ

密粒度式アスファル トコンクリー

トの配合設計
42 1 1

トベカ,修正の配合設計 42 1 1

道路舗装施工 (ス ライド) つ
1 1

③ 構 造 実 験

実 験 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

電気抵抗線ひずみ計によるひずみの測

疋
3～ 10 1 7 8

、ミ 墨錮埜2,1王試験 3 2 2

|_三∠′_」_二_L塾_9二柿試験
つ
乙

(金属部材の曲げ試験 2
９

し

↓まりの曲げ応力度 1 1

はりの支点反力 2～ 4 つ
０ 4 7

はりのたわみ 2～ 4 1 5
次
Ｕ

はりの実験 2～ 10 l 2
つ
υ

偏心荷重を受ける短住の応力分布 2 1 1

片持ばりの実験 1 1

片持ばりの振動測定 1 1

トラスの部材応力 4 1 7 8

ラーメンの実験 1 1

鉄筋コンクリートはりの実験 3
つ
０

コンクリート阪の載荷試験 3 1 1

光弾性実験による応力Дl定 2～ 8 1 10 11

コンクリー トの非破壊試験 3 3

構造製作実習 (ト ラス橋模型 ) 1 1

④ 土 質 実 験

実 験 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施  校  数
1年 2年 3年 言十

土粒子の比重試験 2～ 8 つ
０
９
″ 17 40

上の含水量試験 2～ 4 18
つ
０

土の粒度試験 2～ 8 18 ″
ｉ

土の液性限界試験 2～ 4 ８^ （
υ

７
′
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▲

ワ

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年

土の塑性限界試験 2～ 4 18 18 ３^

2～ 3 8 2

十の収縮常数試験 3～  6
（
）

突き固 2～  6 11 24
つ
０

室内CBR試 験 3-12 3 32 一ｂ

現場 CBR試 験 3～  4 3 7
（
υ

上の一軸圧縮試験 3～ 6 5
員
υ
つ

し

Ａ
υ
つ
０

土の圧密試験 3～ 8 2 15 17

一面せん断試験 3～ 8 5 22
ワ
ー
９

し

三軸圧縮試験 3～  8 ９

一

０
０

試料調整 2～ 4 14 5 19

透水試験 2～ 4 1 b 6

載荷試験 2～ 6 1 8 9

現場における上の単位体積重量試験 2～ 4 1 2 3

セメント添加による地盤改良

粒度による地盤改良

橋台の設計 42

矢板の設計 42

擁壁の設計
″
任

圧密沈下の試験と圧密計算
つ
ん
”
■

誉

多

⑤ 水 理 実 験

実 験 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

粘性の浸」定 1 1
9

直角三角せきの検定の実験 2～ 6 8 ９

し

，

し

四角せきの実験 4～ 6 ] 1 2

全幅せきの実験 4 1 1

ベンチュリメータの実験 2～ 4 6
（
Ｕ 16

層流と乱流 (レ イノルズ数 ) 2～  4 4 5 9

常流と射流 2～ 3 1 3 4

マノメータの実験 2～  4 4 5 9

水門の流出実験 2～ 6 3 5 8

開水路流速分布の潰」定 2～ 6 4 13 17

管路の流速分布 2～ 3 3 3

オリフィスの流出実験 2～ 6 9 14

開水路の等流・不等流の実験 2～ 3 1
つ 3

管水路の摩擦損失水頭 2～ 4 2 11
つ
０

浮体の安定 9 つ つ

管水路の摩擦以外の損失水頭 2 1 1

開水路の粗度係数 つ
1 1 2

模型実験 4 1 1

波圧の潰1定 4 1 1
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流量自動制御装置と量水槽による流量 |

時間数 (hr)
計

一　

１

⑥
」
也 工 冥 習

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 ユ
ー

現場見学 6～ 10 1 1 6

木

工

や り形設置

(側溝,盛土,切 り取り)
（
υ

の り面保護 4 1 1

コ

ン

ク

リ

|

ト

工

コンクリート打ち 4～  6 1 1 4 6

型枠づ くり,すえ付け 6 1 1
9 4

U型鉄筋 コンクリー ト側溝 ,狽 1溝
も、た

6 1 1

鉄筋コンクリート擁壁 4 1 1

単純式鉄筋コンクリー ト床版橋 4 1 1

鉄筋 コンクリー ト橋の設計に用い

るコンクリー トの配合設計
8 1 1

コンク リー ト舗装 2 2

アスファル ト舗装工 1 1

石 積 6 1 1

ブロック積 l 1

小型ガソリンエンジンの取扱い
，

″ 1 ]

施 ディーゼルエンジンの取扱い 1 1

ψ̂ヽ ル トン 車の取扱い 1 1

上 ベル トコンベア 2 2

機
ランマー実習 2 1 1

ロー ドロー ラの収 扱 い 2～  4 3 3

械 小型ブル ドーザーの取扱い 3～ 10 | 5 6

振動ローラー 1 1

溶接実習 6～ 10 ，

″ 2

積 算 6～ 12 1

，

“ 3

総合施工実習

(校内通路の新設作業 )
（
リ 1 1

① 情
口
Ｘ
↓
千 処 理

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 斗
―

フ

/プログラミ

数表の作成

面積の計算

浸1量の計算

ングの基礎

(逆数,平方根,三角関

構造計算 (た わみ,曲げ応力度 ,

トラス橋の内部応力 )
擁壁の設計|

静水圧の計算

8-26 1 b
０
０ 14
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(4}ま と め

表, 3,表 , 4よ り土木科の実習の柱である損1量実習は全学年にわたり実施されている。ま
た、材料実験,構造実験,土質実験,水理実験,施工実習は 2, 3年次に実施されている。

以下,各分野について概観 して行く。
(a)浸」量実習

浸」量実習の基本テーマは決ま つているので,各学校ともそれらを実施 している。
この分野で,総合測量実習ということで, 3年次に学校周辺の測量実習を行っている。
(b)材料実験

土木材料であるセメント,骨材, コンクリー ト,鉄筋,ア スファル トの実験を各校とも実施

している。

lC)構造実験

はりの実験, トラス・ ラーメンの実験,光弾性実験が一般的に実施されている.

)   
塁 =性讐暑毒雷る標準的なテーマが各校で実施されている。

le)水理実験

せきの実験,ベ ンチュリーメータ,管水路,開水路の実験が基本テーマとしてとりあげられ

ている。

lf)施工実習

施工実習は全般的にテーマ数が少なく,あ まり実施されていない。木工ではやり形設置, コ

ンクリー トではコンクリー ト打ち,施工機械実習などがテーマとしてとりあげられている。
(g)情報処理

8校でフォー トランのプログラミングを実施 し,数表の作成,浜1量の計算,構造計算などを

行っている。

○基礎数学の実施

三角関数,対数計算 (表のひき方 )を実習時間内で 4～ 10時間とり, 4校で実施 している.

3 繊維工学科 (繊維工業科 ,繊維科 ,染織科を含む)
繊維工学科は 24校中 16校から回答が寄せられました。それらを集計 した結果を報告しま

つ   
す

il)実験実習の単位数

実験実習にどれだけの単位数が割り当てられているかを,学年別および 3年間合計の単位数
で見ると,表 1,表 2に示す結果がえられた。

表 1 実験実習の学年別単位数      表 2 実験実習の 3年間合計単位数

必ぐ 2 3 4 6 6[ 7 8

1 年 1 3 1

2   生F 1 2 3 3 9

3   生F 2 1
（
υ 1 3 3

単位数 12
０
０ 14

員
υ

′
υ 16.5 ワ

イ 18

実施校数 3 2 7 1 1 1 1

これらを見ると, 1年で 3単位, 2年で 6単位, 3年で 6単位, 3年間合計では 15単位が

最も多く実施されていると考えられます。
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(2)実験実習実施状況

実験実習の各テーマを大きく9分野に分類整理した。それらの実施状況の大略を学年別に

表 3に示 します。

表 3 おもな実験実習分野の実施状況

学年

実験実習分野
1年 2年 3年 1年 2年 3年

製織 (準備)実習 18
ワ
ー 15 機械工作実習・製図 7

０
０ 4

紡 績 実 習 4 7
α
υ 電 気 実 習 0

ソ

″ 4

編 組 実 習
，

″ 9 14 染 色 実 習 4 3 5

繊 維 試 験 14 13 9 そ の 他 3 4 4

綻認杉]ィか角翠0:課雷十期 9 8

表 3か ら,繊維工学科の実験実習では,製織実習,紡績実習,編組実習,繊維試験,織物分

解設計実習がもれなく行なわれ,そ れらに加えて学校により,機械,電気,染色関係の実習を

行なうことにより,実験実習が構成されていると言えます。つぎに,各分野の具体的なテーマ0

内容を順に表 4に示します。

表 4 繊維工学科実験実習テーマー覧表

① 製織・製織準備実習

実 習 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 計

糸結び 2～ 4 13
つ
０

繰り返 し機の操作・調整 0運転 ―   b 16 ソ

“ 1 19

整経実習 Z-lZ 14 b Z ソ
一
ソ
″

管巻実習 2～  6 14 4 18

引込み実習 ^ψ  b 6

開口運動の調整 Z～  V 2 7 3
ソ

“

よこ入れの調整 5～  6 1

つ
０ 4

巻取り運動 3～ 6 10 3
つ
０

送り出し運動 2～ 6 9 3
９

″

製織基本操作 6～ 33 4 3 7

普通織機の構造 0名称 0運動操作 6-44 （
） 7 1 18

ジャカー ド機の運転 2～ 16 1 6
./

自動織機の操作・運転 10-20 5 5 10

ドビー織機の操作・調整・運転 2～ 15 1 8 4 13

紋織機の運転 4～ 23 2 4
´
υ

タオル織機の操作・運転
′
υ 1

力
■

晨
υ

毛織機の運転 6 2 1

各種織機の運転 4-28 4 5 9

紋ほり 3～ 10 員
υ 5

クランクダイヤグラム,タイミングタイヤグラヱ 2～ 8 6 6

機上げ 6～ 8 つ
０ 1

И
ｉ

揚返 し 2 4 4

そうこう通し 2 1 1 4

おさ通 し 2 1 3
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実 習 テ ー マ 0内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

緯止め 2～ 3 ′
υ 2 8

緯糸補充 3 4 4

経止め 2～ 6 1
員
υ

つ 8

経糸保護 2～  6 つ
０

オ「投の調整 3～  6 1 5 3 9

抒がえ・カー ドの組み方 3～ 12 Э 5

禄箱運動の説明・調整 3～ 8 7 1 8

おさ打運動 3～ 6 1 5 3 9

力織機における諸装置の観察・調整 3～ 12 4 2 6

紋装置の目板割・目板通し 8 3 3

生産に関する計算 2～ 6 2
９

“ 4 8

織機の分解 0組立・調整・スケッチ 18 3 1 4

織り方図,意匠図,据付図 4～ 6 力
ｉ 4

織物設計から製織までの一貫実習 54 1 1

製織などに対する時間配当

1年  6, 9,12,15,18,24,30,33,36,39 42,48,50hr各 1校
2年  12,36hr各 3校,44,54,48hr各 2校,28,32,35,45,60hr各 1校
3年   8, 12, 16. 17, 48, 69hr各 1校 , 18. 28. 54. 80hr各 2校

② 紡績実習 (撚糸を含む)

実 習 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 計

綿紡工程の概要,安全等の注意 3～ 6 2 3

杭綿機の機構観察,運転 3～ 5 5 5

杭綿機のギヤ リングダイヤグラム 3～  4 1 1 3

練条機の機構観察,運転 3～ 20 7 8
′
υ

練条機のギヤ リングダイヤグラム 3 1 1 2

粗紡機の機構観察,運転 3～ 9 2 7 5
Ｚ

ュ

粗紡機のギヤリングダイヤグラム 3 1 1 2

精紡機の機構観察,運転 5-20 1 4
員
υ 20

精紡機のギヤリングダイヤグラム 3～ 4 1 2 1 4

ドラフトの原理,計算など 1～  5 5
９

″

ワ
ー

スライバーむらのダブリング効果 2～  5 つ
０

つ
０

カー ドの機構 3 3 3

工程管理,作業研究,時間研究,品質
管理

3～ 6 4 4

回転数むら測定 2 1 1
９

″

生産高の算定
９

一 1 1

落綿潰1定 1 1

紡績工場の機械配置図 6 1 1

各種機構調整,運転 4～ 16 1 3 4

普通撚糸機の操作,調整,ス ケッチ 2～ 16 И
４ 3 7

意匠撚糸機の操作,調整 1～ 10 1 1 2 4

撚り計算 2 2 2

各種ヤーンの意匠撚糸 4 2 2

加工糸実習 4 2 2

撚糸準備 8 1 1

▲
ワ
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こ習への時間配当 |

1年  12hr 2校 , 15,33hr各 1校

2年  12,27,28,36,54hr各 1校 ,18hr 2校
3年  12, 18,27hr各 2校, 16, 17,20,23,36,42,47,48,80hr各 1校

③ 編 組 実 習

実 習 テ ー マ ● 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

横編機の準備,構造 3～ 6 2 6 4
９

″

横編機の運転 (基本編,変化編など) 6-20 ９

″ 9
（
υ

，

″

ジヤガード横編機の運転 6～ 8 2 3 5

円形平編機 (台丸機など)の運転 4-28 )4
9

つ
０

その他各種横編機 6～  8 5 5

くつ下編機の運転 4-20 1 11
０
乙

たて編機の準備・運転 4-28 2 6 8

トリコット編機の運転 16 2 2

製紐機の運転 3～ 9 1 2 3

縫 製 4- 6 2 2

柄出し編機
●
υ 2 2

フライス編機
つ
０ 1 1

成形編機 6-35 2
つ
ん

棒針による編成
′
υ 1 1

ラッセル機の分解・組立
０
０ 1 1 2

円形両面編機の諸計算 5 1 1

ジャガー ド柄編地の分解・設計
つ
０ 1 1

編地の分解・設計 5～ 8 4 4

編機実習への時間配当は,   1年  12hr l校
2年 12,27,30,36,45,51,56hr各 1校,18hr 2校
3年  18.23.27.28.34.48.80hr各 1校,30,32hr各 2校 ,36hr 3校

④ 繊 維 試 験

実 習 テ ー マ ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 計

繊

維

形態観察,顕徴鏡検査 2～ 10 9 4 2
晨
υ

鑑別 (燃焼・試薬・系統的) 2～ 4 員
υ

つ
０ 2 30

比重測定 3～ 6 1 3 4 8

摩擦試験 2～ 3 つ

ろ 2 4

衝撃強度測定 3 2 2 4

強伸度測定 3～ 9 5 3 2 10

水分率 。含水率 2～ 9 6 6
つ
４

耐熱性試験 3 4 1 5

繊維長分布 2～ 6 2 4 6

繊度測定 5～ 6 2
つ
０

民
υ

軟化点測定
９

″ 1 2
つ
０

太さの測定 2～ 3 3
つ
０

セルロース繊維の性質 3 1

ク リーフⅧl定 2～ 3 2
９

“
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糸

撚 り潰1定 1～  6 9 Э 7
９

一

番子浸1定 3～  8 9 7 l

衝撃強度 3 2 2

強伸度測定 3～ 12 8
つ
０ 5

ｒ
υ

糸の太さ 2～ 12 3 2 D

糸の比重 3 1 2

混紡率測定 6 1 2

糸のヤング率,弾性度 2～  3 3 4

キュプラ,重合体の製造 3～  6 1

複屈折 1 1

保温性試験 1 1

布

強伸度 3～  6 3
ス
４ 9

次
Ｕ

摩粍強度, ピリングテス ト 2～  9 1 Э 7

剛 (柔 )軟性 2～  4 1 3 3 7

耐 ヒ性 3～  4 2 2

静電気測定 1 1 2

対水性, ドレーフ%性,重量測定
急断試験,色差測定
商品試験

勧

測定値の処理 2 1 2 1 4

繊維試験の時間配当は

1年  12, 16, 18,21,24,27,33hr各 1校, 15,32hf各 2校,30hr 3校
2年 12hr 4校 ,18,27,28,30,32,36,39,44,45hr各 1校
3年  18,20,23,27,28,30,32,48,54hr各 1校

⑤ 織物分解・設計・意匠デザイン実習

実 習 テ ー マ ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

基礎的な織物の分解

綿,毛 , フィラメント糸使用,斜文
応用組織,梨地組織,麻,絹の各種
織物

3～ 45 ′
υ 6 4

′
υ

織物分解の基礎 2-20 9 3 2 14

三原組織の作成.分解.設計 4-45 ′
υ 4 1

変化組織の分解,作成 4～ 18 4 5 1

（
υ

平織物の分解設計 4～ 12 つ
０ 2 Э

重ね織物の分解 3～ 24 つ
０ 2

５

一
１

特殊織物の分解 8 1

紋織物の分解 0設計・意匠デザイン 10～ 28 2 3 5

綾織々物の分解 4 2 2

縞織物,格子織物の分解設計 4～ 7 1 1 1 3

溺み織物の分解 0設計 1 1

ドビー織物の分解設計 14 1 1

密度測定 2 1 3 5

番手測定 2 3 2 5

縮みの測定 , 2 1 3

糸量の計算 2

原価計算 14 2 1 3

織物設計の基礎 6～ 16 2 3 5
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枡見本作成,格子縞の作画,設計書 0

抒替カー ドの作成,整経・整織実習 (枡

見本の製織),枡 見本の検討に至る
一連の設計実習

34 1 1

二方悼続紋様の作成 18 1 1

博多帯,名古屋帯図案の作成 18 1 1

おさ,整経に関する計算 2 2
，

一

見本の目付を変える設計,意匠紙,織
物組織の観察,デザイン作成,色糸効
果,分解設計の応用,毛織物の総合実
習

咎

織物分解設計等への時間配分

1年 10,12,15,18,24,30,36hr各 1校,21hr 2校
2年  12,15,18,27,28,36,45,60,72hr各 1校,21hr 2校
3年 12,23,28,30,34,36,58,64hr各 1校

⑥ 機械工作実習・製図

実 習 テ ー マ 。 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

手仕上げ・やすり作業による文鎮,ゲー

ジ,両国スパナ,六面体の製作
3～ 16 一ｂ 3 10

旋盤作業による段付丸棒,ボル ト,ナ
ットの製作

6～ 18 2 2 6
（
υ

溶接実習 4～ 10 1 1 3 5

けがき作業 3 2 2 1 5

ボール盤作業 2～ 3 1 1 2 4

ね じ立て (タ ップ,ダ イスによる) 3～ 5 ９

“
1 3

測定の基礎 5
，

″ 1 3

板金,塗装,歯車計算 -  3 宅奎rl

製

。軍由受のスケ ッチ
浚
υ 1 1 2

機械製図,図面の十分な
を養なう

晨
υ 1 1 1

図
|ヨI:募:iを基言「寛姦昌|

各 1

機械工作,製図への時間配当
1年  10, 18hr各 2校,11,30,36hr
2年 12,24,27hr各 1校 , 3年 21

各 1校

)24hr各 1校 18hr 2 校

⑦ 電 気 実 習

実 習 テ ー マ ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 計

テスタの使用法 3 1 3 4

抵抗計の原理,抵抗の測定
，

一

，

０ 2 4

半導体とトランジスタ (電子回路 ) 2 1
，

“

つ
０

直流電圧計と交流電圧計の回路 3 1 1
９

″

シーケンス制御 3～  6 1 1

配線図の書き方 2
９

“

モーターの特性 (織機など収 ―ター調杏 )
，

″

９

一
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電力の測定 1.5 1 1 2

インダクタンスの浸1定 1 2 3

静電容量の測定 1 2 3

サーミスタ,熱電対による温度測定 3 2 2

三極間の三定数 3 2 2

定格電流とブレーカー,自 己保持回路 ,

限時継電器の回路,単相変圧器の特性 ,

照明測定, ジュール熱:電気応用,オ
ームの法則, リアクタンス・インピー

ダンスの測定,抵抗測定,共振周波数
の測定,荷重浪1定 (ス トレーンゲージ

による),ス トロボスコープによる回
転体の撮影,オ シロスコープによる波

形観測

各 1

電気実習への時間配当は

1年 なし, 2年  18,27hr各 1校, 3年 10, 16,18,52hr各 1校

③ そ の 他

実 習 テ ー マ ● 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

電

算

機

実

習

初歩演算,プログラミングとランニンク 5 1 1

∞ ,TO文 И
ｉ 1 1

ワ

″

IF文 5～  6 1 1 2

DO文 5～ 6 1 1 2

DIMENSION文 5 1 1

情報処理,フローチャートとプログラム
９

″ 1 1

電算機について
９

し 1 1

FORTR2慾|プ ログラム文法 ９

し 1 1

データの効果的処理
，

″ 1 1

計算尺演習 11～ 32 2 2

ガラス細工,天秤の使い方 ,

溶液の濃度と溶解度,イ オン反応 ,

水質検査

合計 36 各 1

図案実習として,デザイン要素 ,
色彩,図案構成法,デザイン技法,
正絵,増絵,ネ クタイ図案, ラキスタ
イルデザイン (染織図案)

各 1

回答校のうち, 3校では学科の中で,化学コースと機械 (紡績)コ ースに分けて行なってい

る。化学 (色染)コ ースの内容および,機械コースの染色実習の内容は, 5色染化学科での実

験実習の内容とかなり似ているため,こ れを参照していただくことで了解下さるようお願いし

ます。
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13)ま とめ

全体としては,製織,編組,紡績,繊維試験,織物分解設計を柱にして構成されている。

以下,順に各分野を概観すると,
la)製織実習

織機で織る前の準備過程の主要な作業が順を追って行なわれている。織機の構造をスケッチ

等を通 して理解させ,実際に織る実習を行なっている所が多かった。

(b)紡績実習

杭綿,練条,粗紡,精紡の過程が順に行なわれ, ドラフトの計算が多く行なわれている。

lCI 編組実習

横編機による編組が主流を占め,そ れにくつ下編機などがそれについで行なわれている。

(d)繊維試験

鑑別試験,強 さに関する試験,糸では撚りについての試験が非常に多い。また各分野の中で

行なわれているものも多かった。

lel 織物分解設計・意匠デザイン実習

基礎的な織物の分解が最 も多かったが, この分解設計が実際の各種織物と切り結ぶ実習とし

て重要な位置をしめ, これを土台にして意匠デザインといった創造的な面に導かれる契機にな

るように思われた。

(f)機械工作実習

手仕上げ,旋盤作業などが相対的に多かった。

(g)電気実習

全体として少数派であり,テ スタや抵抗の漁l定などの基礎的な内容が多かった。

(h)そ の他

電算機実習も3校ほどで行なわれている程度でまだまだこれからというところである。

4.化学工学科の実験実習
今回の調査の結果 9校から回答が寄せられましたので,そ の結果を報告いたします。

(1)実験実習の単位数

表 1 実験実習の学年別単位数

単位数

学 年
3 4 b 6 7 8 9

1 年 (実 施校数 ) 1 5 1 2

2 年 (実 施校数 ) 1 1 5 1 1

3 年 (実 施校数 ) 4 2 2 1

表 2 実験実習の 3年間の合計単位数

単  位  数 14
浚
Ｕ 18 19 10

，

一

９

一

実 施 校 数 1 1 2 1 1 1 ] I

学年別の実験実習単位は 1年生では 4単位, 2年生では 6単位で実施 している学校が多く,

3年生では 6～ 8単位のところが多くなっている。また上級になるに従って実験実習の単位数

が多くなる傾向が見られる。 3年間の合計では 14～ 22単位と非常にばらつきが大きい。
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(2)実験実習テーマー覧表,表 3
(D 基礎実験,実習

実 験 テ ー マ 時 間 数
実 施 校 数

1年 2年 3年 言†

物質の精製 ～ 6 2 2

ガラス細工 ,バ ーナーの収扱 い 4～ 6 6 6

器具の洗浄,器具の取扱い ～ 6 ワ 2

天秤の取扱い 4～ 6 8 8

沈殿の生成,日 過,溶解,PHと 指示薬 ,
溶解度曲線,金属の酸による反応,イ
ンクとインク消 し

1 ]

② 機械・電気実習
実 験 テ ー マ 時 間 数

実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

溶接 (電気,ア ーク等溶接 ) 6
つ
０ 1 5

旋盤 6～  CJ 1 2 4

配管 6
９

一 4

プ ラスチ ック成型 6 1

鋳造,機械仕上げ,板金 1

ボール盤作業,手仕上げ 1

ポンプ,力率
テスターの組み立て - 12 Z

ホィトス トーンブリッジ,コ ールラウ
シュブリッジ

3 3

真空管の牲性
ワ

“ 2

ラジオ製作 l

③ 定 性 分 析

実 験 テ ー マ 時 間 数
実 施 校 数

1年 2年 3年 計

第 1属陽イオン定性分析 4 4

第 2属陽イオ ン定性分析 4 4

第 3属陽イオン定性分析 4 4

第 4属陽イオン定性分析 1

第 5属陽イオン定性分析 1

第 6属陽イオン定性分析 1

混合未知試料定性分析 8 5 Э

分属不明校 ZU 4U 4

④ 定 量 分 析

実 験 テ ー マ 時 間 数
実 施 校 数

1年 12年 3年 計

結晶硫酸銅中の結晶水の定量 8～ 15 8 8

結晶硫酸銅中の銅の定量 8～ 15 5 5

結晶硫酸銅中の硫酸根の定量 8～ 15 7 7

硫酸ニッケル中のNi, ミョウバ ン中
Alの定量
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炭酸ナトルウムによる塩酸の標準溶液

調整

4～  8 2 6

4～ 6 3 乙 b

工業用酸の濃度漫」定 7～  8 2 2

食酢中の酢酸の定量 4～ 8 1

工業用アルカリの純度測定 8
９

一

ア ンモニアの濃度測定 4～ 10 ワ

一 ∠

中和滴定とだけしてある校数 6～ 3 1 4

酸化還元滴定 4 1 5

沈殿滴定 16

Э 工業分析,材料分析

実 験 テ ー マ 時 間 数
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

セメントの分析 2 2

油脂の分析 6～ 16 3 3

ガス分析 5～  6 2 2

水の酸,アルカリ度測定 6
ワ

一 ―/

水のCODの浸1定 6 2

水の臭気測定,水中の塩素の分析,り
鋼中のマンガンの分析

1 1

⑥ 物理化学実験
実 験 テ ー マ 時 間 数

実 施 校 数

1年 2年 3年 計

密度測定 3～ 4 3 1 4

粘度測定 3～  6 3 3 6

屈折率測定 3～ 6 1 4

表面張力の測定 3～ 6 2 3 5

旋光度の測定 3～ 6 1 4 1

´
υ

比熱の測定 j～  b 2 3

融点測定,凝固点降 卜の潰1疋 4～  0 4 4

固体の溶解度沢1定 3 2

液体の相互溶解度測定 5～ 6 2 2

吸着の実験 5 1 1 2

起電力の測定 4～ 6 1 3 4

分解電圧の測定 6 2
，

″ 4

導電率の浸1定 4～  6 2 2

PHの測疋 , 中本国滴疋囲保 4～  5 3 4

熱電対の実験 1 1
9

オームの法則の実験
浚
Ｕ 1 1

つ

ジュール熱の測定 3～ 6 2 2

分子量の測定 4～ 10 1 4 1 6

引火点の測定 1 1

分配の法則,フ ァデーの電解の法則 ,

緩衝溶液,銅電量計

1 1

酢酸エチル'の加水分解速度の実験 1
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⑦ 機器分析,放射線浸1定
実 験 テ ー マ 時 間 数 実

μ
也 校 数

1年 2年 3年 言十
｀
電位差滴定 3～ 8 3 1 4

伝導度滴定 3～ 8 3 1 4

ガスクロ分析 4～ 15 9 9

ポーラロ分析 4～ 8 8 8

原子吸光分析 4～ 6 6 6

赤外分光分析 4～ 6 4 4

比色分析 6 1 2 3

吸光分析 8～ 16 1 2

元素分析,紫外線分光分析 1 l

GM管持性実験 2 2

シ ンテ レー シ ョン管 持性 実験
，

一 2

正規分布 (統計処理),遮ヘイ厚さ,
逆二乗の法則,半減期の測定,r線ス
ペクトル分析

1 1

③ 製造反応 (有機合成)
実 験 テ ー マ 時 間 数

実 施 校 数

1年 2年 3年 言十
ニ トロ化反応 (ニ トロベンセン合成 ) 6-24 6 1 7

還元反応 (ア ニ リン翻 0～ 6

エステル化反応 6～  9 2 ９

″

ジアゾ化反応 4 2 6

スルフォン化反応 (ス ルファニル酸合

成 )

8～ 15 3 2 5

カップリンク
゛
反応 (オ レンジⅡ合成 ) 3～ 8 6 1 7

アセ トアニリドの合成 10-12 1 ] 2

フェノール樹脂合成,尿素樹脂合成 6 1

シクロヘキサノンオキシム合成,カ ブ
ロラクタム合成, 一ナイロンの合成

0~lU

⑨ 言ギ則,制御

実 験 テ ー マ 時 間 数
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

液面制御 4～  6 つ
０ 3

液量測定,液量制御 5～ 12 5 4 9

温度測定,温度制御 5 1 2

水圧制御 6 2 3

レォメーターによる粘度測定 5～ 6 1 2

粒度測定 5～  9 ′
υ 7

電気抵抗測定 5～ 6 3 3

熱量計 5～ 61 1 2 3

水分浜1定 ,オ ツシロスコーフ 5 1 1

り1張試験,空気温度制御,空気圧調節
PH調節

1 1
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⑩ 化学工学実験
実 験 テ ー マ 時 間 数 実 施 校 数

1年 2年 3年 計

単蒸留 6～ 12 3

精留 6～ 9 1 7 8

蒸発缶
′
０ 2 4 6

乾燥 6～  9 1 2 3

熱移動 (伝熱 ) 6～ 4 4 8

熱交換 6～ 18 1 2 3

流動層 6～  0 1

つ
０ 4

粉砕 4～ 9 ′
υ 6

定圧 過 4～  7 1 5 6

水蒸気蒸留,再結晶,抽出 9 1 1

沈降,撹  ,調 湿 1 ]

押出成型,溶接,配管,ポ ンプ,力率 6 1 ]

① プラント実習,加工実習

実 験 テ ー マ 時 間 数
実

た
也 校 数

1年 2年 3年
ボイラー実習 8-24 1 6 7

水性ワックスの製造 6～ 10 3 3

ガス吸収 3 3

メタノール連続精留 15 2 2

ブドウ糖製造実習 9～ 16 2 2

乳化斉J(エ ルシン酸PEG)の製造,品
質管理,合成樹脂製造実習,ア ルキッ
ド樹脂製造実習,ベ ンジジンイエロー,

脂肪酸エステルの製造実習

1 1

金属表面処理 (鍍金)実習 2 2

木工実習,金工実習 15 1 1

(31 まとめ

化学工学科の調査では回答数が 9校で,そ のうち 1校は大きな分類 しか示 してなく細い分類

を行ったのは 8校 となった。そのため充分な分析を行う事は不可能であろうが,大きな傾向と

特徴的な点について考察 してみる。

工業化学科と比較すれば,機械 。電気実習が良 く行われていること,ま た化学工学実習,プ
ラント実習が充実 している事である。また公害関係の実習を行っている学校は見られなかった。

la)基礎実験 。実習
この実験,実習はどこでも行われていると思われるが,天秤の取扱い,ガ ラス細工,バーナー

の取扱いしか明らかにならず,新入生に興味を持たせるためにどんなテーマが行なわれている

か等調査できず残念であった。化学 Iで行われているのであろう。

(b)機械 。電気実習

工業化学科ではほとんど行なわれていないテーマであるが,化学工学科では必要な実習であ
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ろう。特に溶接,旋盤,配管が良 く行われている。ただ実施する学年が定ってなく各学校によ
ってまちまちである。
1  lC)定性分析,定量分析,工業分析
定性分析は分属不明校を加えると全学校が 1年生で行っている。

定量分析では重量分析として結晶硫酸銅中の結晶水,銅,硫酸根の定量が一般に行われてお

り工業化学と同 じである。また中和滴定はほとんどの学校で実施,酸化還元滴定は半数以上の

学校で実施 している。沈殿滴定を行っている学校は 1校であり, この沈殿滴定は工業化学科で

も実施 している校数は少ない。

(d)物理化学実験
これも工業化学科と同様,物性に関する浜1定,分子量の潰1定,電気的性質の測定が多く行わ
11ている。

(e)機器分析,放射線分析,製造反応 (有機合成 )
ガスクロ分析,ポ ーラロ分析,原子吸光分析はほとんどの学校で行われており,放射線の測
定の実験を行っている学校は 2校である。有機合成についても一般的なテーマが行われていた。

また実施学年は有機合成は 2年生が主であり,機器分析については 3年生が主である。
(f)計測,制御,化学工学実験,プ ラント実習
これらはいずれも2～ 3年で行われており,特にプラント実習は 3年で実施されている。
計演1,制御では液量制御,粒度測定がほとんどの学校で行われており,化学工学実験では精
留,蒸発,伝熱,紛砕, 過が行われている。
ブラント実習はボイラー実習はほとんど行われており,後は各学校独自に 1テ ーマか 2テ ー
マィ丁つている。

5.色染化学科の実験実習
調査の結果 7校から回答が寄せられましたので,そ の結果を報告いたします。
(1)実験実習の単位数

表 1 実験実習の学年別単位数
単位数

学 年

，

″ 3 4 5 6 7 8

1 年 (実 施校数 ) 1 3 3

2 年 (実施校数 ) 7

3 年 (実 施校数 ) 4 1 2

表 2 実験実習の 3年間の合計単位数
単 位 数

一ｂ α
υ 18

実 施 校 数 2 4 1

学年別の実験実習単位は 1年生では 3～ 4単位, 2年生では 6単立, 3年生では 6～ 8単比
で,上級になるに従 って多 くなっている。 3年間の合計では 15～ 18単位 とかなリー定 して
い ろD
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(2)実験実習テーマー覧表
① 定 性 分 析

実 験 テ ー マ 時 間 数 実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

分属,説明 8～ 15 ，

″ 4
浚
υ

第 1属陽イオン定性分析 4～ 8 3 4
ワ
ー

第 2属陽イオン定性分析 9～ 12 3 4 7

第 3属陽イオン定性分析 9～ 12 3 4 7

第 4属陽イオン定性分析 6～ 9 2
つ
０ 5

第 5属陽イオン定性分析 6～ 9 2 3 5

第 6属陽イオン定性分析 9 2
つ
０ b

未知試料定性分析 1 2 3

1宮イオ ン疋性分 FT 9 1 3 4

② 定 量 分 析

実 験 テ ー マ 時 間 数 実 施 校 数

1年 2年 3年 計

天秤の取扱い 7～ 12 1
つ
０ 2 6

結晶硫酸銅中の結晶水の定量 9～ 12 1
０
０ 9 6

結晶硫餃鋼 中の鋼 の定量 13
０

） 3

結晶硫酸銅中の硫酸銀の定量
つ
０ 3 1 4

二 、ソケル の疋量 1 1 2

酸,塩基の標準溶液の調整 7 1
９

″ 2 5

般浴 夜 の濃度標疋 7 2 2 4

アルカリ溶液の濃度標定 7 1 2 2 5

硫安中のアンモニアの定量 7 1 1 1 3

酸化還元標準溶液調製 7 1 1
つ
０ 5

硫酸第 1鉄塩の鉄の定量 6～ 16 1 1 4

チオ硫酸ナ トリウム溶液の調整 1

，

一 3

サ ラシ紛中の有効塩素の定量 9 1 3 4

過酸化水素の定量 3
９

一 2

中和滴定とだけしてある学校 2 2

酸化還元滴定とだけしてある学校 2 2

石灰右中のCaの定量,シ ュウ酸ナ ト | 1 1

ウム溶液の調製, ヨウ素溶液の調製 ,
NaClの沈殿滴定

炭酸ナ トリウムの定量,キ レー ト滴定 ,

有機物分析

1 1

軟マ ンガン鉱中のマ ンガンの定量 1 1

③ 機器分析,工業分析,その他
実 験 テ ー マ 時 間 数 実  施 校  数

1年 2年 3年 三十

電位差滴定 5～  6 1 2 3

伝導度滴定 5 1 1 乙

吸光光度法 1 ] 2

カス クロマ トク ラフ ィー ,フE素分析 ,

ベーノヾ―クロマトグラフィー
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セメントの分析 2 2

油ガ旨の分析 1 1 2

砂糖の分析 1 1

石炭の分析 1 1

石ケ ンの分析 1 1

水の硬度分析
９

″ 3 2 1 6

水の鉄分分析
，

″
つ

1 3

水の塩化物の分析 1 1 2

水の濁度の測定,硬水の軟化 ′
Ｕ 1 1

水中の有機物,ア ンモニア,硝酸塩の
分析

1 1

廃水処理 2 2

④ 繊維試験,精練標白
実 験 テ ー マ 時 間 数

実 施 校 数

1年 2年 3年 合 計

綿糸,綿布の精練標白 ９

″ 18 6 1 7

絹糸,絹布の精練標白 5 5

羊毛の精練標白 8-17 5 5

化学繊維の精練標白 2 1 3

のり抜実験 4～ 12 3 3

シルケッ ト加工試験
９

″ 5 5

繊維の蛍光増白 2 2 2

摩擦強度試験 1 1 2

耐水試験 1 1 2

柔軟度試験 1 1 2

顕微鏡による繊維の鑑別
９

一 2 2 つ 6

染着性による繊維の鑑別 2 2 1 3

燃焼による繊維の鑑別 2～ 4 3 2 1 6

試薬による繊維の鑑別 4～  5 4 1 1 6

未知試料の鑑別 1 1 2

木綿の水分,灰分,油分の測定 1 1 2

手毛の水分,灰分,油分の狽」定 1 1 2

防 シワ測定
９

一
つ 4

号1張額 4甲皮 凛」定 ,防 炎 狽」疋 1 1

⑤ 染 色 実 験

実 験 テ ー マ 時 間 数
実 施 校 数

1年 2年 3年 合 計

直接染料 こよる木綿の染色 4～ 6 4 2 6

直接染料 こよる絹の染色 6 1

直接染料 こよる羊毛の染色 2
ソ

し 4

直接染料によるビスコースレーヨンの

染色

4 2 2

直接染料 こよる合成繊維の染色 1 1 2

直接染料 こよる染色とだけしてある校数

酸性染料 こよる木綿の染色 4 3 6

酸性染料 こよる羊毛の染色
∠

ュ
a 3

酸性染料 こよる合成繊維の染色 4 3 3 1 7
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塩基性染料による木綿の染色 6 1 4 5

塩基性染料 こよる絹の染色 2 3 5

塩基性染料 こよる合成繊維の染色 , 3 1 6

塩基性染料 こよる羊毛の染色 1 3 4

媒染染料による羊毛の染色 3
，

″ 2

硫化染料による木綿の染色 b 5

硫化染料による合成繊維の染色 3 3

建染染料による木綿の染色 3 3

酸化染料による染色 0 6

分散染料による染色 5 7

ナフトール染料による染色 3 3

反応性染料による染色 1 6 6

媒染染料による絹の染色,硫化染料に
よる人絹,絹羊毛の染色,建染染料に
よる羊毛,合成繊維の染色

1 1

⑥ 加工試験,堅ロウ度試験,この他
実 験 テ ー マ 時 間 数

実 施 校 数

1年 2年 3年 合 計

色差測定
（
υ

，

“ 1 2 3

染着量測定 2 2

洗濯 に対す る堅 ロウ度試験 1 2 4

耐光堅ロウ度試験 1

，

“ 4

マサ ツに対す る堅 ロウ度試験 1 4

熱湯に対する堅ロウ度試験 1
つ

色合せ実習 24 （
υ
つ
０ 3 1 4

色混合 18 2 2

樹脂加工試験 3 3

防炎加工試験 2 9

防水,植毛,防 シワ,防縮,柔軟加工
試験

1 1

⑦ 有 機 合 成

実 験 テ ー マ 時 間 数 実 施 校 数

1年 2年 3年 合 計

ニ トロベンゼンの合成 6
∩
υ
う
し 5 5

ア ニ リンの合成 8～ 2() 4 4

スル フ ァニル設 の合成 6-15 乙

ュ 4

オレンジⅡの合成 6～ 15 6 6

アセ トアニ リドの合成
′
υ 2 2

合成石ケンの製造 8～ 12 3 3

尿素樹脂の合成
′
υ 2 2

酢酸エチル,フ タロシアニンブルー,
ナフタリンーβスルフォン酸ソータ,β

ナフトール,クーニトロアニリン,の 合
成。 ラウリル′酸, ビスコースレーヨン
の製造。

1 1
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③ 捺 染 実 習

実 験 テ ー マ 時 間 数
実 施 校 数

1年 2年 3年 合 計

直接染料による直接捺染

12-24

3 3

酸性染料による直接捺染 2 2

反応性染料による直接捺染 3 3

一駿滲
滲
染
染
染
ン
建
オ与
染

料
力
捺

染

，る

染
料
よ

媒
染
に

散

，

貴

各

染

築

性
料
脂

基
染
樹

・塩
化
料

1 1

抜染法 8-22 Zl 4

防染法
，

“ 2
，

一

型付浸染法 7～ 12 1 つ
０ 3

スクリーン捺染 7～ 8 3 3

直接捺染とだけしてある校数
，

コ 2

捺染とだけしてある校数 2 2

まとめ

色染化学科の実験実習においては,定性分析,定量分析,有機合成については工業化学科お
よび化学工学科と同様に行われているが,機器分析はあまり行われておらず,物理化学的実験
はほとんど取扱われていない。色染に関する実験は分類が,適正であるかどうかわからないが
一応,繊維実験,精練漂白,染色,加工試験および捺染に分類 した。
la)定性分析,定量分析,機器分析,工業分析,そ の他
定性分析に関 しては工業化学科および化学工学科と異り, 1年生で実施 しているところと 2

年生で実施 しているところが同様な割合である。

定量分析は 1年で実施 しているところは 1校で他は 2, 3年生で実施 している。テーマにつ

いては工業化学科および化学工学科と同様であり,やはり結晶硫酸銅の成分の分析,中和滴定
酸化還元滴定が主である。

機器分析,工業分析はあまり行われておらないが,水の分析はほとんどの学校で行っている。
lb)繊維試験,精練漂白
精練漂白は 1年生で行われ,繊維試験は各学校によってまちまちである。繊維の鑑別は顕微
鏡,燃焼,試薬による方法が多い。また,繊維の灰分等の測定は調査の結果では 2校で行われ
ているだけであった。

.CI 染色実験

この実験は 1, 2年生で実施されており,直接染料,酸性染料,塩基性染料,硫化染料,酸
化染料および分散染料による染色はほとんどの学校で行われている。

ld)有機合成
3年生で実施されており実験テーマは工業化学科のテーマと同様である.
le)捺染実習

捺染実習についてもう少 し細かい分類をしていただいた学校 もあったが, 1, 2校であった
ので表のような分類になった。捺染実習は 3年で行われ,金色染料で行われている.
なお,色染と捺染の実習テーマの分類は適切かどうかわかりませんが一応表のようにした。
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6 金属工業科における実験実習
金属工業科は18校中11校からIJ答が寄せられました。それらを集計 した結果を報告 します。

111 実験実習の単位数

実験実習にどれだけの単位数が割り当てられているかを,学年別および 3年間合計の単位数

で見ると,表 1,表 2と なった。

表 1 実験実習の学年別単位数

表 実験実習の 3年 間合計単位数

単  位  数 10
つ
０ 14 15 16

″
′ 18

∩
υ

実 施 校 数 1 4 1 4 1

これらから,学年別の場合, 1年 は 3単位, 2年は 3単位～ 6単位, 3年 は 6単位が多く

3年間合計で12か 14単 位が多 くなっています。

(2)実験実習実施状況

実験実習の各テーマを,大きく12分野に分類 し,そ の実施状況の大略を表 3に示 します。

表 3 お もな実験実習分野の学年別実施状況

以下,順次具体的なテー 内容を表 4に示 します。

金属工業科実験実習テーマー覧表

●
　

　

　

　

４

マ
　

表

|
1   6 7    1   8

＼__ 学年
実験実習分りヽ

1年 2年 3年 1年 2年 3年 1年 2年 3年

金 属 組 織 8 5 5 狽1 6 1 2 製 作 実 習 4 6 6

材 料 試 験
（
υ

つ
０ 1 熱 処 理 1 / 6 表 面 処 理 0 2 4

物 理 冶 金 7
′
υ

浚
υ 溶 接 2 4 8 情 報 処 理 0 0 2

工 業 分 析 7 8 7 鋳 造 5 7 4 そ の 他 0 , 6

① 金属組織

実 験 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年
1
2年 3年 計

試料の製作と観察・スケッチ 3～ 6 9 1 10

顕微鏡の構造 と使い方 3～ 8 8 1 9

顕微鏡写真撮影 2～ 6 2 2 9

熱処理組織の観察とスケッチ 4～ 18 2 5 1 8

炭素鋼の標準組織 9～ 16 4 2 6

鋳鉄の標準組織 3～ 12 3 3

特殊鋼の標準組織 11 ^‐ 15 1 1
9

電子顕微鏡 (レプ リカ法など) 6～ 19 3 3

高温顕微鏡 5～ 6 ，

一 2

肉眼組織試験 4 1 1

組織の検出 (鋳鉄,Al,Cu合金 ) 8 1 1

機械的性質の変化と関連させて 1 1

フェライト結晶粒度試験 3 1 1

鋼の非金属介在物試験 3 1 1

-60-



実 験 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年

14

牟|

軟鋼 8

ねずみ鋳鉄 5

白鋳鉄 Э

Al,Cu合金 (シル ミンを含む ) Э

S55C 4

純鉄,S35C,可鍛鋳鉄 各 2

SK7,SK5,SK3,SS41,ス テンレ
ス鋼 ,ホ ワイ トメタル合金

答 1

金属組織全体の時間配当は次のようであった。

1年  9, 12,14hr各 1校, 16hr 2校,18hr 3校
2年 18,21,24,30,35hr各 1校
3年  12,14,25hr各 1校,18hr 2校

② 材料試験

実 験 テ ー マ・ 内 容 時間数(hr)
実  施  校  数
1年 2年 3年

引張試験 3～ 8 9 2 1

硬さ試験 4～ 10 10 1 1

衝撃試験 3～ 8 7 つ 9

X線探傷 6～ 10 3

超音波探傷 4～  5 1 2 3

エリクセン試験 1～  5 1 2 0

圧縮試験 3～ 4 2 1 3

磁気探傷 5 `, ,

火花試験 4 つ 2

曲げ試験 4 1 1

弾性率の測定 5 1 1 2

抗折試験 0 1

染色探傷試験 4 1

サルファープ リン ト 6 1

データ処理法・計算法 3 l

鋼溶接部等級分類 6 1

材料試験

1年

2年

全体の時間配当は下記のようであった。

12hr 6校 ,18hr 2校 ,24hr l校
12,24,37hr各 1校

, 3年 25hr l校

③ 物理冶金

実 験 テ ー マ・ 内 容 時間数(hr)
実  施  校  数

1年 2年 3年 言十

熱分析 (Al― Si,Al― Cu,Pb― Sn,Zn― Sn
系状態図の作成)

6～ 15 7 4 3 14

熱膨張計による変態点 0平均線膨張係
数の測定

3～ 9 2 4 2 8

X線による結晶構造解析 。試料同定 6～ 20 1 5 6

温度補 T 締金属融占7]1市 3～ 15 b 3 8

温度浜1定 (熱電対の作製,光高温計) 3～ 6 4 4

磁気測定 B― H曲線 (磁化特性 ) 1 l 1 3

抵抗率の濃1定 3～ 6 3
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実 験 テ ー マ ・ 内 容 時間数 (hr)
実

Ｌ
也 校 数

1年 2年 3年 言十

加熱・溶解 (タ ンマン式電気炉,高周
濃炉による炭素鋼,Al,Cu合金,シバン)

０
０ 2 0

熱天秤 3～ 8 1 l 2

発熱量の測定 I 1

熱伝導率の潰1定 (鋼 ,Cu,Al) 1 1

伸び計による伸びの測定 7 ] ]

イオン化傾向浜1定 3 1 1

電気分解 3 1 1 2

比重測定 3～ 6 2 ] 3

ヤング率の測定
つ
０ 1 1

物理冶金全体の時間配当は次のようであった。

1年 12,18hr各 2校,21,24,28hr各 1校
2年  10, 15,18,22,24,35hr各 1校
3年 14,15,24,35hr各 1校,18hr 2校

④ 工業分析 (金属分析)

実 験 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実  施  校  数
1年 2年 3年 ↓

―

定

性

分

析

の 2～ 6 4 1 1 6

第一属陽クレの基本実験 。分離・ 2～ 10 5 1 1 7

第二属陽イオンの分離・検出 2～  8 4 1 7

第二属陽イオンの分離・検出 2～  6 1 4 1 6

四属 1場 イオ ンの 2～  6 4 1 5

試薬の調整 3
９

一 1 3

炎色反応 1 1

ぺ″ ト`クL「イトグラフィ,無機イオンの 7 1 1

定

里

分

析

化学天秤の取扱い方 2～ 6 つ
０ 1 6

直示天秤の取扱い方 2～ 5 1 1 2 4

容量分析操作法 3 1 1 2

鉄鋼 (鋳鉄)中の炭素の定量 3～ 8 6 8

鉄鋼中のけい素の定量 3～ 6 1
，

“ 3 6

鉄鋼中のマ ンガンの定量 3～ 8 1 7 8

鉄鋼中の リンの定量 3～ 6 2 6

鉄鋼中のイオウの定量 5 1 2 3

結晶硫酸銅中の銅の定量 5～ 10 1

力
■ 2 7

同上  中の結晶水の定量 5～ 8 1 1 2

同上  中の硫酸の定量 5 1 1

ミョウバ ン中のAlの定量 6 1 1 2

中和滴定
９

″
9 2

塩酸溶液の濃度標定 1.5- 3 2 1 1 4

硫酸溶液の濃度標定 15- 3 2 1 ] 4

アルカリ溶 7夜の濃度標定 2～ 3 1 1 1 3

炭酸 ソーダ標準溶液の調整 3 1 1 1 3

過マンガン酸カリウ対票範容夜の調整 3 1 1
つ

酸化還元滴定 12 2 2 4

鉄鉱石中のFeの定量 2 1 3

Al合金中のSi,Fe,Cuの 定量 7 1 1
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実 験 テ ー マ 0内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

定

旦

分

析

軟マンガン鉱中の Mn,Feの定量 4 1 ] 2

硫酸第 1鉄アンモン中の鉄の定量 4 1 1 2

黄銅中のSn,Pb,Cuの定量 1 1 1 2

スラグ中のSi02,A1203,MgO,
caOの 定量

９

ａ 1 1

モール塩中のFeの定量 3 1 1

キレー ト滴定 1 1

排水処理実験 3 1 1

光電比色計による分析 3～ 5 6 6

機 ポーラログラフ 3～ 10 5 5

電位差滴定 5～ 6 2 3 5
盃

1吸光分析  Mn++ ′
υ 2 2 4

分 電解分析 4
９

″

PH測定 2 2

析 ガス分析 3 1 1

原子吸光分析 Zn,Cu,Fe 5 1 1

工業分析の時間配当は

1年  12, 16,21,42,72hr各 1校,18hr 2校
2年  10,18,20,24,35,36,40,45hr各 1校
3年 12,15,25,35,36,39,40hr各 1校     であった。

⑤  言十   浪1

実 験 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

ノギスの構造 と便用法 1～ 2 3 1 4

マ″び―夕の構造と使用法,精度試験 1～ 3 4 1 Э

抵抗の測定 (PO.箱勿レビンタリレグリヽガ初り 3～ 6 5 1 1 7

数値の丸め方,有効の数字の取扱い 2 1 1

ダイヤルゲー ジ 3 1 1 2

サ インバー 3 1

三針法によるネジの測定 3 ]

万能投影器による計浜1 3 1

歪 計 1

電気基礎実験 (電圧,電流 ,回路計,抵抗約 3 1

皿£回路 3 1

回転計 l

ブラニメータ 1

タントの実験 1

半導体の性質 (サ ーミスタ, セレンバ

リスタ, トランジスタ)
1 1

比熱測定 1

分光器 l

レンズの焦点距離 1

溶液の起電力測定 (単極電位 ) 1

計浜1への時間配当は次のようであった。

1年  3,9,12,16hr各 1校 ,18hr 2校
2年 22hr l校      3年  9,18hr各 1校
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⑥ 熱処理

実 習 テ ー マ 。内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 計

焼入れ 2～ 6 8 2 10

焼 もどし 2～ 6 8 2 10

焼ならし 2 6 1 7

焼 なま し 2 6 1 7

焼入れ試験 (ジ ョミニー焼入性試験 ) 3～ 6 4 0 9

高周 波焼入れ 4 3 1 4

硬さ試験 (熱処理と関連させて) 1 6 1 8

組織観察 ～ 10 4 2 6

浸 炭 3～ 26 2 3 5

Al合金の時効効果 (溶体化処理) 3～ 12 2 2 4

球状化処理 1 1

過熱処理 3 1 1

サブゼ ロ処理 1 1

オースァ ンパ ー 1 1

塩溶炉による焼入れ 3 1 1

衝撃試験 (熱処理と関連させて) 2 2

最適焼入れ温度の決定 3 1 1

再結晶実験 3 1 1

マルテンサイ ト変態による膨張 3 1 1

恒温変態処理 1 1

引張試験 1 1

冷却態の測定 1 1

力日正後の焼なまし過程 (回復・再結晶

粒の成長)

（
） 1 1

材

　

料

SS 41, S35C, S40C, S55C,
SK 7, SK 5, SK 4, SK3,SKH
3, SKH 9, SKDll, SNC3
鋳鉄,可鍛鋳鉄 ,

展伸用Al合金 03S)
熱処理への時間配当は下記のようであった。

1年  12hr l校, 2年  10,12,15,20,23hr各 1校,18hr 2校
3年  8,15,16,18,21,40hr各 1校

⑦ 溶  接

実 習 テ ー マ ・ 内 容 時間数(hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 計

アーク溶接 5～ 18 1 1 8
へ
∪

ガス溶接 3～ 15 1 0
（
Ｕ

ガス切断 2～ 9 1 4
つ
０ 8

抵抗溶接 6～ 18 5 5

不活性ガス溶接
９

一 2

自動・半自動溶接 1 1

テル ミット溶接 1 1

ビニール溶接

ろう接 1 1

シ ャー プ レス 1 1
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実 習 テ ー マ ●内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

溶接部試験 (非破壊検査, X線・超音
波探傷,溶接部の材質と組織 )

2 2

硬さの分布 2 2

引張・せん断試験 2 2

角変形測定 1 1

高張力鋼のスリット試験 (溶接割れ) 1 1

溶接試験 3 1 ]

応用実習 (現図,材料とり,製作, ひ
ずみとり,矯正,塗装)

1 1

同上  (オ イルジャッキの製作 ) 1 1

各種機械材料運搬車 1 1

鉄骨製柵 1 1

溶接への時間配当は次のようであった。

1年 12, 16hr各 1校     2年  10,20,21,28hr各 1校
3年 12,14,24,25,40hr各 1校,18hr 3校

③ 鋳 造

実 習 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 計

基本造型 (単体 ,ミ キ リ,害」型 ) 6～ 16 次
υ 4

（
）

溶解・鋳込み 3～ 16 つ
０ 6 4

つ
０

機械造型 (モールディングマシン) 3～ 4 3 3

原型(木型)の製作 ～ 18 1 1 2

シェルモール ド法 7 1 3 1 5

C02法 (中子の製作 ) 7 2 1 3

ダイカス ト法 4 2 2

廻 し型 3 1 1

金型の分解組立 9 1 1

鋳物砂試験 (圧縮強度,通気度,水分
測定,粒度分布と粒形)

6～ 15 6 1 1 8

材質検査 (引 張試験,硬 さ試験,組織
観察 )

1 1

制
表
　
　
　
　
口
Ш

ハ ン ドル車

Vプ ロック,軸受
歯車, ブッシュ,灰皿,ホ ルダー

Э

各 2

各 1

材

料

Al合金,鋳鉄
Al― Si合金1銅合金

各 4

各 1

溶解炉としては,下記の炉が使用されている。
るつば炉,電気炉,高周波炉, キュポラ, クリプ トル炉 ,

鋳造への時間配当は次のようであった。

1年  12,16,21hr各 1校 ,18hr 2校
2年 10,15,30,36,40hr各 1校,24hr 2校
3年  10,12,28,40hr各 1校
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~0~製
作実習(切削加工,塑性加工など)

実 習 テ ー マ 0内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

鍛造作業 2～ 18 3 4
つ
０

（
υ

手仕上げ (やすり,手のこ, けがき,
タップ, ダイスねじ立て, きさげ)

4～ 12 4 2 8

旋盤作業 7～ 24 3 7 15

フライス林作業 4～  8 1 1 4 6

形削盤作業 3～  4 1 1 4 6

ボール盤作業 3 2 2 4

空気ハ ンマ 4 3
つ
０

板金加工
，

一 1 1

歯切法 (フ ェーロース盤, ホブ盤, フ

ライス狂D
18 I 1

プレス板金 9-20 1 1 2

の こ盤 1 1

。中ぐり盤
０
０ 1 1

圧延加工 8-20 1 1 2

線引き 2 1 1

加工硬化現象の理論と実験 15 1 1

制衣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
Ш

引張試験片 6～ 24 1 2 4 7

衝撃試験片 9～ 12 2 1 3

段付丸棒 2 1 3

ジョミニー試験片 6～ 7 3 3

文鎮 7～ 18 2 1 1 4

六角ボルト,ボルト素材 8～ 18 1 1 1 3

Vブ ロック
，

″ 2 2

ハンドル1屋 り 2 2

ね じ切 り
，

“ 1 1 2

トースカン(台 ) 14-16 1 1 2

かたさ試験用テス トピース 4～ 12 2 2

以上のほか,釘抜き,工具箱 (板金)
鋳鉄丸棒, コンパス, けがき針

歯車

各 1

製作実習への時間配当は

1年 36,48hr各 1校 ,

24手   14, 18, 20, 21,

3生F  16, 24, 28, 30,

16hr 2校

24,30hr各 1校

36,39hr各 1校  であった。

⑩ 表面処理

実 習 テ ー マ ●内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

ニ ッケルメ ッキ 2～ 5 2 4
ａ
υ

金同メッキ 2～ 5 2 2 4

前処理 2～ 3 1 3 4

陽極酸化 (ア ルマイト処理 ) 2 2

クロムメ ッキ 4～ 5 1 1 2

電気メッキの基礎
つ
０ 2 2

バフ研摩 2～ 3 1 1 2
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実 習 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

廃液処理 1～ 3 1 2

めっきの試験 4 1 2

化成処理,各種金属の着色 3～ 4 1 2

奎 装 4 1

鋼めっき夜の調整 3 1

ニッケルめっき液の調整 3 1

表面処理への時間配当は次のようだった。

2年 21,24hr各 1校    3年  7,12,17,24hr各 1校

⑪ 情報処理

実 習 テ ー マ ●内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 斗
―

フォー トランプログラミング 5～ 7 4 4

数値解析実習 7 2 2

電子計算機の機能と取扱い 1

情報処理の基本的理論 1

`予

夕」 1

和および置きかえのアルゴ リズム ]

情報処理への時間配当は, 3年に14,24hrが各 1枚あった。

⑫ その他

実 験 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

原子工学実験―RI実習 (GM計数装置・
シンチレーショイ十数装置による測定 )

7～ 15 2 2

製錬実習 (亜鉛ばい焼鉱の浸出実

「

浄液実験,原子吸光分析,亜鉛の電解
製錬 )

９

“ 1 1

内燃機関の性能試験 ９

し 1 1

油圧回路実験 ′
υ 1 1

空気圧による自動制御 1 1

風洞実験 1 1

品質官埋 1 1

工場見学 (1年鋳造工場, 2年圧延工
場, 3年製錬所を主として見学 )

つ
０ 1 1

選択実習 約 100 1 1

選択させるテーマとして, ○高温顕
○品質管理 ○溶接による製作実習 ○電子計算機 ○溶解鋳造 (ロ ストワックス法)
○粉末冶金 などを用意している。

13)ま とめ

表 3に見られるように,金属組織,材料試験,物理冶金,工業分析 (金属分析),熱処理,溶
接,鋳造,製作実習の 8分野については,全ての学校で行なわれているといえる。計測につい
ては,数 としてはあまり多くないが,実質的には全ての所で行なわれていると考えられる。各
分野毎に概観してゆくと,
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(a)金属組織

お もに,炭素鋼を用い,試料の準備,顕微鏡による観察および熱処理との関連で組織観察を

位置づけている例が多 く見 られた。

(b)材料試験

引張試験,硬 さ試験,衝撃試験)X線 。超音波探傷が主流を占め,機械科の場合に似たテー
マが行なわれている。

(C}物理冶金

熱分析 ,熱膨張計による変態点等の測定,X線 による結晶構造解析,純金属融点測定などが
主流を占めているが,学校によっては,計測として位置づけて行なっているテーマも多tヽため,
それ らを含めて考える必要がある。

(dl 工業分析 (金属分析 )

定性分析,定量分析,機器分析いずれも標準的なテーマが選ばれている.
(e)言十 潰1

機械計測,電気計測などのテーマが見 られるが,前述 したように物理冶金や工業分析などの

分野とオーバーラップしたテーマが多い。ある学校では,基礎工学実験として物理計測,化学
計浜1と いった違った角度から位置づけて行なっていることに注目したい。

lf)熱処理

金属の実用面で最も重要なテーマでもあり,他の分野のテーマとも関連させながら,力を入
れて行なわれている。

(g)溶 接
ガス, アーク溶接, ガス溶断といったものが多 く行なわれ, とくに三年で多 く行なわれてい

る。

(h)鋳 造
基本造型,溶解・鋳込み,鋳物砂試験が最も一般的に行なわれている。低融点金属のみなら
ず,鋳鉄 もキュポラで溶解 している学校もあった。
(1)製作実習

切削加工では旋盤, フライス盤,形削盤が多 く,塑性加工では鋳造が多 く,どの学年でも平
均 して実施されている。

lj)表面処理

メッキに関するテーマが多かったが,実施していない所 もかなりあった。
(k)1青報処理

フオー トランによるプログラミングが主だが, また全体 としては少数派に甘ん じている。

11)そ の他

製錬実習は 1校 しか行なっていなかった。工場見学を各学年毎に行なっていることは,生徒
の学習と実際の生産を結び付ける意味で注目された。

7 情報技術科における実験実習
111 実験実習の単位数

表 1か ら 1年で 3単位, 2年で 3か ら4単瞳, 3年で 6単位を設定 している学校が多い。 3
年間合計単位数は特に顕著な結果はみ られなく,12か ら15単立に集中し.表 2の通りである。
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表 1 実験実習の学年別単位数

2 3 4 b 6 7

1 年 1 7 1 0 0 0

, 年 0 3 0 1 2 0

3 年 0 0 1 0 6 2

表 2 実験実習の 3年間合計単位数
単 位 数  1 10 111 121 131 141 151 16 17

実 施 校 数 1 0 2 1 3 ? 0 0

121 実験実習的分野の学年別実施状況

表 3 実験実習的分野の学年別実施状況

1イ軍 2年 3年
学 年

実習テーマ区分
1年 2年 3年

D機 械 工 作 11 6 0 Э 目 動  制 御 0 4 ′

② 電 子 工 作 10
，

」 16 ⑤  フ″ラミングシ 鯉 7 18 37

③ 電 気 計 潰1実 験
∩
υ

一ｂつ
０ ⑥ 電 子 機 器 0 1 2 2

実験実習の詳細なテーマ・内容の実施状況をみるまえに,情報技術科における大きな実験実

習テーマ区分別に実施状況を示すと表 3の ようになったc表中の数字は表 4の細文化 した実験

実習テーマ内容を実施 している学校数の和を表わす。これをみると電気計潰1実 験,電子工作i

プログラミング・データ処理の分野がほとんどの学校で実施されていることがわかる。なお ,

実習テーマ区分は学校指導要領・工業の第45情 報技術実習に従った。

(3)実験実習実施状況

実験実習実施状況は表 4の通りであり,表中の数字は実施学校数を表わす。

表 4 実 験 実 習 実 施 状 況
0 機 械 工 作

実 験 実 習 テ ー マ 。内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

はんだ付実習 3 2 0 0 ,

電線接続工事 3～ 4 1 1 0 2

旋盤実習 9～ 15 3 0 0 3

フライス盤実習 9-24 1 1 0 9

手仕上げ工作 9～ 12 2 0 0 2

ボール盤作業 1 0 0 1

板金・溶接作業 12 1 0 0 1

硬度試験             | 4- 5 0 2 0 2

引張 。曲げ試験 4- 5 0 9 0 ∠

② 電 子 工 作

実 験 実 習 テ ー マ 。内 容 時間数 (hr)

6石 ラジオの製作 6～ 9 0 1 2 3

論理回路製作 Q 0 1 0

テ スター製 作 4～  9 0 0 つ
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実 験 実 習 テ ー マ 。内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

ディジタル ICの工作 3-30 0 つ
.,

4

シャーシ・プリント基板の製作 3 , 0 0 ,

フリップフロンヽプの設計と製作 3～ 8 0 つ
1 3

発振回路の設計と製作 9 0 0 1

ディジタル電圧計 。マイクロコン製作 0 0 1

カレントスイッチの設計と製作 3 1 0 0

パルスアンプ設計 6 1 0 0

論理回路 3～ 8 1 13 4 18

バ イナ リーマスター 0 0 0 3 3

カウンター・ レジスター 3～ 12 0 , 0 2

ァ コー タ
゛
―・ エ ンコタ

゛
― 3 0 1 0 ]

表示と入出力回路 3 0 1 0 ]

加算器の設計製作 3 0 0 1 1

インター フェイスの製作 8 0 0 1 1

|

(Э 電  気 十 浸1 実 験

実 験 実 習 テ ー マ 。内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年

検流計の取扱い方 3 l 0 0 1

テスターの取扱 い万
つ 2 0 0 ,

電圧・電流計の取扱い方 2～ 3 5 0 0 5

キル ヒホフの法則の実験 3 4 0 0 4

抵抗の温度係数 3 1 0 0 1

電流計の分解・組立 3 1 0 0 1

テスターの校正試験
つ
０ 0 1 0 1

抵抗器の佼用法 2～ 3 2 0 0 2

抵抗の合成 3 2 0 0 2

電位分布の潰1定 3 1 0 0 ]

オームの法則 2～ 3 2 0 0 2

倍率器の実験 3 1 0 0 1

電流計の較正 3 1 0 0

コンデンサーの実験 3 1 0 0 1

最大供給電力条件 2 1 0 0 1

分流器の実験 3 0 0 2

電位降下法による抵抗測定 3～ 8 0 0 5

ホイートストーンブリッデによる抵抗浜1定 2～ 4 ′
υ 0 0

次
Ｕ

ケルビンダブルブリッヂによる抵抗測定 3 2 0 0 2

置換法による抵抗測定 3 2 0 0 2

コールラウシュブリッデによる抵抗潰1定 3～ 4 3 0 0 3

メー トルブリッヂによる抵抗測定 3 1 0 0 1

接地抵抗測定 3～ 4 2 1 0 3

絶縁抵抗測定 4 1 0 0 1

磁束計によるB一 H曲線浜1定 2～ 4 5 1 0 6

フレミング左手法則 3 1 0 0 1

円形コイルによる磁界測定 3 2 0 0 ,

熱電対による熱起電力測定 3 1 0 0 1

直流電位差計の目盛定め実験 3～ 4 5 1 0 6

|
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▲
ワ

③  電 鼠  言十  測  夢こ  験

実 験 実 習 テ ー マ ・ 内 容 時間数 (hr) 数市熱電対の特性 3 1 0 0 1

検流計の内部抵抗と感度測定 3～  4 3 0 0 3

交流電力・力率の潰1定 3 2 2 0 4

交流 ブリッヂによるRLC測 定 3～ 6 1

浚
υ 0 7

Qメ ーターによるRLC測定 4～  6 0
つ
０ 0 3

二相電力浸1定 つ
０ 0 1 0 1

負荷の端子電圧と電力測定 3 1 0 0 1

電球の電圧および電力測定 つ
０ 1 0 0 1

3極管の静特性 3～  5 1 6 0 7

トランジスターの静特性 3～ 4 ノ 5 0 7

低周波増幅回路の製作浸1定 3～ 8 1 5
（
υ 6

真空管二定数の計算 4～  6 0 1 1 2

各種電子実習の計算 6 0 0 1 1

SCRの 特性 3～ 4 0 5 1 6

2極管の静特性 3～ 4 1 1 0 2

セレン整流器の特性 3 1 0 0 1

リスター・サーミスターの静特性 4 0 2 0 2

定電圧放電管の特性 4 0 1 0 1

光電管の特性・光電素子 3～ 4 2 1 0
つ
０

エサキダイオー ドの特性 4 0 1 0 1

FETの 特性 3～  4 1 3 0 4

フィルター回路の特性 3～ 6 0 1 2 3

波形変換回路 4 0 0 1 1

トランジスターの hパ ラメーター沢」定 4 0 0 1 1

オペアンプ回路 3～ 8 0
９

″ 1 3

ダイオー ドの特性 2～  5 ４

． 1 0 5

CR発振回路 3 0 1 0 l

発振回路の組立と特性 3～ 6 0
つ
０ 0 3

IC実験 つ
０ 0

，

一 0 2

FMの変復調実験 ´
υ 0 0 1 1

FET電 圧増幅回路 6 0 0 1 1

ディジタル ICの静特性 4 0 1 0 1

ツェナダイオー ドの特性 3 0 1 0 1

ホ トトランジスターの特性 3 0 1 0 1

交流回路基礎実験 3～  7 2 3 0 5

直列共振回路特性 3～ 4 1 5 0 6
ベクトル軌跡実験 3 0 1 0 1

整流および平滑回路の波形観測 3～ 4 （
υ 3 0 3

並列共振回路特性 3～  4 1 2 0 3

二相交流回路の電圧・電流 8 0 1 0 1

鉄共振 3 1 0 0 1

二相および単相誘導電動機実験 3～ 9 0 0 4 4

直流電動機の速度制御 3 0 0 1 l

単相変圧器の特性試験 3～ 4 0 2 2 4

直流機の特性試験 3～ 9 0 1 1 2

同期機の特性試験 4～ 6 0 0 , 2
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③ 電 気 計 漫1実 験
実 験 実 習 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)

実
一
也 校 数

1年 2年 3年
シンクロスコープ

(波長・周波数潰1定 )
2～ 15 b 2 0 7

シンクロスコーフ

(リ サージュ図形 ,0位相差 )
3～ 6 2 3 1 6

マルチバ イブ レーター 6～ 12 0 1 4

バルス回路実験 4～ 6 0 1 1
つ

遅延形シンクロスコープ 3～ 9 0 0 , ,

のこぎり波・波形整形回路 3 0 3 , 5

過渡現象実験 3～ 4 0 1 2 3

XYプ ロッター 8-35 0 0 3 3

微積分測定回路 3～ 6 0 3 1 4

カウンタによる周波数測定 3 0 1 0 1 |
④ 自 動 十」 御

実 験 実 習 テ ー マ 0内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言†

SCRモ ーター制御 3 0 1 0 1

バ ル スモ ーター 3 0 0 1 1

差動変圧器の特性 6
（
υ 0 1 1

マイクロモーター,電磁 クラッチ
ブレーキ特性

3～ 4 0 1 1 2

自動制御実験 7～ 12 0 0 2 2

シーケンス回路実験 3～ 6 0 1 1 2

サーボ機構実験 3～ 6 0 1 1 2

⑤プログラミング・データ処理

実 験 実 習 テ ー マ 0内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年
フォー トラン 3-69 5 5 5 15

アセ ンブラ 3-63 0 8 19

コボル ９

“

つ
０ 0 1 4 5

BASIC言 語 4 0 0 1 1

機械語実習 28 0 0 l 1

NCプ ログラム 8-35 0 0 3 3

シミュ レーター 3 0 0 | 1

0.S. 35 0 0 , ワ

マイクロコンピューター 6 0 0 1 l

ニ コ ンピュー ター 3～ 12 2 1 l 4

アナ ロクコンビューター 3～ 12 0 1 3 4

数値計算法 6～ 12 0 , 4 6

◆
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⑥ 予
電 子 機 蕎̈

実 験 実 習 テ ー マ・ 内容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

TV受像機特性 6～ 9 0 0 2

ラジオ総合特性 3 0 1 0 1

受信機の総合特性 6 0 1 0 1

(4)ま とめ

以上実習テーマ 。内容をまとめてみたが電気計測実験が情報技術実習の大部分を占めている

ことがわかる。これを基礎実習として電子工作,プ ログラミング・データ処理の実習が主軸を
なし,一年時では機械工作,二、三年時では自動車制御・電子機器のテーマが少数であるが実

施されている.つぎに各実習テーマ区分別にみると,

① 機械工作
この分野はほとんど第一学年で実施されていて旋盤実習 。フライス盤実習 。手仕上げ工作な

どの工作実習やはんだ付実習・電線接続工事の電気工事関連実習や硬度試験・引張および曲げ

試験の材料試験を中心に実施 している。

② 電子工作
この分野は各学年平均的に実施されている感 じがするが,論理回路の製作を通 してコンピユ

ーターに興味をもつように意図されているようである。製作面ではテスター製作が一番多く,

第一学年でみな行なっているがやはり直流回路の基礎を理解させるとともに身近にあり便利な

テスターを利用 して計測を理解させるためになされていると思う。論理回路実習は主に第二学

年で実施 してAND回 路などの基礎回路やHALF― ADDER回 路 FULL― ADDER回
路の応用回路実習が比較的多い。

③ 電気計測実験
この分野は主に第一および第二学年で実施されテーマ数が非常に多く基礎実験を重視 してい

る。特に直流回路・磁気・静電気に関する実験は第一学年で実施されている.な かでも電圧・

電流計の取り扱い方,キ ルヒホフの実験,ホ イー トストーンブリッデによる抵抗浸1定 , B一 H
曲線測定,直流電位差計による目盛定め実験が多 く行なわれている。電圧 。電流 0抵抗という

回路の基本概念と計測の基本を身につけさせようとする意図がある。磁気では特に鉄心の飽和

特性と履歴現象を理解させようとするねらいがある。

交流回路では主に第二学年で実施されて,交流回路基礎実験,直列共振回路特性,交流ブリ
ツヂによるLoC測 定の実験が比較的多 く,基礎的でかつ重要なポイントになる実験を主体に
行なわれている。電子回路では主に第二学年で実施され 3極管の静特性, トランジスターの静

特性,低周波増幅回路特性, SCR特性,ダ イオー ドの特性のテーマが半数の学校で行なわれ
ている。測定面ではシンクロスコープが半数の学校で実施され,波長 ,・ 周波数・電圧値・位相
差・ リサージユ図形などの測定法を行なっている。パルス回路ではマルチバイブレーター,微

積分回路,の こきり波 。波形整形回路のテーマが多い。機器実験では主に第二学年で実施され
ているが比較的少数であり,誘導機 。変圧器の実験などを行なっている。

④ (自動制御

この分野は主に第二,三学年で実施され,他分野に比べて少ない。モータ制御やサーボ機構
の実験を行なっている。

⑤ プログラミング・データ処理
この分野は情報技術実習の根幹をなす分野であるので学年が進むにつれてテーマ数や実習時
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間も多くなっている。フオートラン・アセンブラは全部の学校で実施されコボルは約半数であ

る。数値計算法は約半数の学校で実施されミニコンピユーター,ア ナログコンピユーターを取

り扱っている学校も多い。

⑥ 電子機器                                       1
この分野は非常に少なく,第二,三学年で行なわれ,テ レビ受像機特性のテーマなど実施さ

れている。

最後に回答をいただいた各校の実験実習への取り組み方は大体次のようである。指導内容
の

精選と集約また座学と実習を体系的有機的に融合して少ない時間数内でより多くの内容を効果

的に指導している。

① 実習テーマはなるべく細分化をさけ,体系的に関連あるものは集約して 1つのテーマ

としてイ予なう。

② 座学の指導項目・内容は生徒の資質に対応させてできるだけ基礎的 0基本的なものの

みに絞る。                                Oi
③ 座学の指導項目 0内容の中で実習テーマで取り扱えばよいものはなるべ く座学から削     .

除して実習の中で座学としての講義も行う。

④ 座学の指導項目 0内容に含まれていないものについての実習テーマについては実習の

中で座学としての講義もする。

⑤ 卒業研究で総合実習を行なうとともに,創意工夫の能力を養う。

8。 インテリア科における実験実習

(1)実験実習の単位数

表 1 実験実習の学年月| 単
15 2 3 4 5 6 7

０
０

1年 1 1 4 5 0 0 0 0

2年 0 0 1
つ
０ 3 4

（
υ 0

3年 0 0 0 2 0 5 1 3

表 2 実験実習の 3年間合計単位数

単 位 数 9
∩
υ

９

″

つ
０ 13.5 14 15

次
υ 17

実 施 校 数 1 0 0 1 1 1 1 2 2 2

表 1か ら 1年で 3な いし4単位, 2年で 4か ら6単位, 3年で 5単位を設定 している学校が

多い。 3年間合計単位数は特に顕著な結果はみられなく,表 2の通りである.

(2)実験実習分野の学年別実施状況

実験実習の詳細なテーマ 。内容の実施状況をみるまえに,イ ンテリア科における大きな実験

実習テーマ区分別に実施状況を示すと表 3のようになった。表中の数字は実施学校数を表わす。

これを見ると木材加工,塗装接着,造形実習,室内計画実習の分野がほとんどの学校で実施 し

ていることがわかる。

数

|
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表 3 実験実習分野状況

表習テーマ面芥
~~―
―=■__年

1イ手 2年 3年

① 木  材  加  工 8 9 9

② 木 工 機 械 4 6 1

③ 塗 装 接 着 3 9 10

④ 材  料  試  験 1 4 5

⑤ 工 業 材 料 加 工 1 3 2

⑥ 造 形 実 習 ｎ
υ 6 4

⑦ 室 内 計 画 実 習 ′
１
■ 8 8

③ 生 産 管 理 1 2 2

⑨ 情  報  処  理 1 2 2

⑩ 総 合 実 習 0
”
■ 9

▲

ワ (3)実験実習実施状況

実験実習実施状況は表 4の通 りであるが,製品の一覧を別に示 した。

表 4 実験実習実施状況
① 木 材 力日 工

降  ‐ 珈 口上 ヽ
実 施 校 数

人 味  人  ロ  ノ     ｀  ~  ´U 奮 ‖可 1日」んヽ

1年 2年 3年 言十

実習心得 3 0 0 3

鋸の目立調整 4～ 8 7 1 0 8

飽の調整 1～  5 8 1 0 9

墨付 0け びき・規距類 3 Э 1 0 6

のみその他の刃物 3～ 5 8 1 0 9

刃物の研磨 2～ 14 5 0 0 5

のこびき 4～ 6 6 2 0 8

飽削り 3～ 12 7 2 1
（
υ

組手つくり 3～ 12 6 , 0 8

溝つくり 6 4 1 0 5

柄孔 0柄つ くり 4～ 6 6 0 1 7

木材着色・ 目止め 6～ 13 2 0 0 9

成形合板
つ
０
９

一

′
υ 0 2 0 2

曲木工作 10 0 2 0 2

割表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
ｍ

本立て
∩
υ
，

● 3 0 0 3

マガ ジンラック 19 1 0 0 1

小物 15 1 0 0 1

家具 34 0 1 0 1

椅子
つ
０ 0 1 0 1

額緑 6 1 0 0 I

テーブル板 28 0 1 0 1

ルームアクセサリー 74 0 l 0 1

サイ ドボー ド 140 0 1 0 1
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② 木 工 機 械

実 験 実 習 テ ー マ ●内 容 時間数 (hr)
実  施  た 数
1年 2年 3年 言十

点検整備 5
ｎ
）
９

一 0 1
つ 3

手押飽盤作業 2～  6 0 1 9 6

自動飽盤作業 2～  6 4 , 3 9

ルーター作業 b 1 1 1 3

面取盤作業 Э 2 1 1 4

ダブテールマシン作業 5 つ ? 0 4

コーナーロッキングマシン作業 Э
9 2 0 4

ベル トサンダー作業 2～  3 1 0 1 2

帯鋸盤作業 b 2 9 0 4

丸鋸盤作業 2～  8 3 3 2 8

角のみ盤作業 Э 2 4 1 7

ほぞ取盤作業 6 2 3 1 6

木工旋盤作業 2～  5 1 0 1 2

だぼ製造機作業 3 1 0 0 1

ボール盤作業 0 1 0 1

プレス盤作業 0 2 1 3

製

口
ｍ

電話台 。テレビ台
Ｏ
Ｏ 0 1 0 1

本立・腰掛 44- 58 2 0 0 2

整理備 28- 75 0 2 0 2

テーブル板 58 0 1 0 1

家 目
不

62 0 0 1 1

手板・留定規
，
´ 1 0 0 1

箱物・脚物 24 0 0 1 1

01

③ 漆
ユ 装 接 着

実 験 実 習 テ ー マ 0内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 計

接着試験 6- 24 0 3 3 6

ラッカー塗装 3～ 22 2 4 2 8

ラッカーエナメル塗装 8～ 0 2 2 4

ポリウレタン塗装 4 0 1 2 3

ポリエステル塗装 0 1 2 3

メラ ミン塗装 4～  8 0 2 1 3

各種塗装実習
，

」 2 1 1 4

木材塗装 12～  31 1 4 0 Э

金属塗装 8^ヤ  17 0 2
９

一 4

静電塗装 2 0 0 2 2

漆工法 56- 88 0 0 3 3

製

口 日

マガジンラック・整理箱 0 1 0 1

サイ ドボー ド 0 1 0 1

家具生産
つ
０ 0 0 2 2

額  緑 3 1 0 0 1

漆・蒔絵 21 0 0 1 1

|
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④ 材 滲| 試 験

実 験 実 習 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

木材強度実験 10-64 1 0 5
´
υ

金属硬度 験 3～ 6 0   1   0 9 9

投影実験 3 0 0 1 1

木材の組織 3～  4 0   1    0 3 3

PH測定 3 0 0 1 1

塗膜試験 3～ 15 0 1 4 b

塗料試験 3～ 5 0 0 b 5

木材の含水率測定 2～ 4 0 0 3 3

試験片製作
９

一 0 0 1 ]

▲

ワ

〔′

⑤ 工 業 材 料 加 工

実 験 実 習 テ ー マ ●内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

プラスチック加工 6～ 10 0 9
1 3

ガラスカ日工 ９

し 0 1 1 2

鋳物 0金属加工 20-32 1 1 0 2

壁掛台 0 1 0 1

銅版 レリーフ （
υ
９

し 1 0 0 1

文 鎮 10 0 0 1 1

⑥ 造 形 実 習

実 験 実 習 テ ー マ ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

スケ ッチ 8～ 12 7 1 1 9

色  彩
∩
υ 51 2 0 0 2

平面構成 6-24 7 3 0 10

立体構成 8-54 7 2 0 9

デ ッサ ン
，

し 44 3 1 0 4

静物 0水彩画 1 1 0 2

透視画法 1 0 0 1

質感への構成 18 2 0 0 2

レンダリング 24 0 0 1 1

石 一言 24 0 1 1 2

陶芸実習
ハ
Ｕ
И
■ 70 0 2 1 3

デザイン実習 12-140 3 1 1 5

レリーフ 0版画 6-30 3 0 2 b

基礎造形 (形の発見・創造 ) 12-16 2 0 0 2

ス
幾何形体模型 6 1 0 0 1

静  物 4 2 0 0 2

ヽ
ッ

F‐

人  物 2～ 6 3 0 0 3

イラス トレー シ ヨンレイアウ ト
′
ヽ
９

一 ] 0 0 1

精密描写 15 ] 0 0 1

平
平面の分割と色彩構成 6 2 2 0 2

点線面の総合構成 6～ 18 4 4 0 4
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製

口
コ[

面

構

成

グラデーション 6 0 1 0 1

色相 :明度彩度対比 3 0 1 0 1

人工物よリデザイン化 24 0 1 0 1

立 曲面構成 6 1 0 0 1

体

構

成

抽象的立体 8-22 4 0 0 4

木材による作品 9 0 1 0 1

発泡スチロニルによる作品 9 0 1 0 1

カタログ表紙構成 6 ] 0 0 1

ザ

イ

ン

カーテンプリント地模様 6 1 0 0 1

壁紙模様 6 1 0 0 1

ポスター製作 6～ 14 2 0 0 2

パ ッケ ージデザイ ン 225 0 0 1

缶
酉己絶色

，

し 1 0 0 1

彩

ベー シックカラー 7 1 0 0 1

ミキシングカラー 6 1 0 0 1

ニュー トラルカラー 6 1 0 0 1

旬木|七宝焼
′
υ 0 1 1 2

鎌倉周

`

20 0 0 1 1

利
ル 無
0有彩色

９

一

９

一 1 0 0 1

枚

面
年賀状の製作

α
υ 1 0 0 1

D室 内 計 画 実 習

実 験 実 習 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 計

色彩実験 24～ 28 1 1 2 4

生体測定 8-36 0 3 3 6

照明実験 10 0 0 2 2

室内環境浜1定 8～ 24 0 1 2 3

行動心理試験 6 0 1 0 1

室内設計製図 18-36 0 2 2 4

室内計画実験 8-32 0 1 1 2

模型製作 24^レ 33 0 1 2 3

壁 装
ｒ
υ
∩
υ 0 0 1 1

カーテン。どん帳 82 0 0 1 1

設

　

計

小住宅 48-105 0 0 2 2

店 舗 48 0 1 0 1

子供部屋 1 0 0 1

台所 。浴室洗面所ユニット
つ
０ 0 0 1 1

●:

|

③ 産 管 理生

実 験 実 習 テ ー マ・ 内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

生産計画 3～ 18 0 2 2 4

安全管理 3～ 4 1 1 1 3

工程管理 1 0 1 1 2

品質管理 1～ 3 0 1 2 3
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①
圭
円

口
又 処 理

実 験 実 習 テ ー マ 。内 容 時間数 (hr)
実

こ
也 校 数

1年 2年 3年 言十

フォー トラン 8～ 13 0 1 l 2

電算機の操作 4 0 0 1 1

10

⑩ 総
△ 芭 習

実 験 実 習 テ ー マ 0内 容 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2 ■E 3生 言十

電話台の製作 48 60 0 0 2 2

ブックエンドの製作
´
Ｕ
う
０ 1 0 0 1

整理棚の製作 48 0 1 0 1

スリッパスタンド製作 20 24 0 1 ] 2

花台の製作 48 0 0 1 1

額縁の製作 48 0 0 1 1

壁掛時計の製作 20 0 0 1 1

椅子の製作 24-60 1 1 0 2

飾棚の製作 128 0 0 ] 1

家具の製作 70
，

一

マ
イ 0 1 3

14)ま とめ

以上実験実習テーマ・ 内容をまとめたが,分類は主に学習指導要領・工業のインテリア実習
の項目にしたがって行なった。表中の時間数欄に空白があるが,こ れは回答の中に各テーマ毎

の時間数が記入されていなかったことなどにより,不明な所は空白とした。
実験実習テーマは主として第一学年では木材加工・造形実習・木工機械・室内計画実習の基

礎を実施 し,第二学年では木材加工・木工機械・塗装接着・造形実習を軸に実施 している。第
二学年では木材加工・塗装接着・室内計画実習を行ない,ま とめとして総合実習を実施してい

る。つきに 各テーマ別にみると,

0 木材加工
この分野は大半の学校で主に低学年で実施され基礎から応用へという流れになっている。第

一学年では鋸の目立調整・飽の調整・のみその他の刃物 。鋸断・飽削りのテーマが多く,工具
の取り扱い方・刃物調整・基本工作を扱っている。またいろいろな組手つくり 0柄孔および柄

つくり・溝つくりも行なわれ木工の基礎を学ばせるようにしてある。第二・第二学年ではむ し

ろ製作実習を通 して木工の基礎を再度履習させたりして技術の向上をはかっているようにみら

れる。製作実習の時間は平均 30時間が多い。製品としては本立て・家具・椅子などとなって
いる。

② 木工機械
この分野は主として第一。第二学年で実施されている。自動飽盤・丸飽盤・角のみ盤

。ほぞ

取盤・手押飽盤などの工作機械の取り扱い方と点検整備が比較的多く行なわれている。製品は

本立・腰掛・整理箱などで製作時間は 40時間 ぐらいである。
③ 塗装・接着
この分野は主として第二・三学年で実施され木材および金属塗装を中心に行なわれている。

接着試験も比較的多く実施されている。製品では家具生産 。マガジンラックなどである。
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(D 材料試験
この分野は主に第二学年で実施され木材強度試験,塗膜・塗料試験,木材の含水率測定,木

材の組織のテーマが多く行なわれている。これは低学年で木材加工を行ない,ど ういう箇所に

どんな材料を用いているかという体験学習を軸にして本オ料試験を行なっている。そしてこのテ     :.
ス トを通 してなぜその材料が用いられているかという理由が明らかになるようにフィー ドバッ

ク的学習要素がある。

⑤ 工業材料加工
この分野は木工程多くは実施されない。プラスチック加工・ ガラス加工 。金属加工が比較的

多く行なわれている。製品はプラスチックを材料とした文鎮,壁掛台などある。

⑥ 造形実習
この分野は他の分野に比べて多く行なわれており,第一学年ではスケッチ・平面および立体

構成 。色彩・デッサン・デザイン実習 。レリーフおよび版画などの造形の基礎に重点を置いて

いる。高学年ではこオlら のテーマの応用実習を行なっている。製品としてはスケッ′チでは人物。   |1 1
静物,平面構成では点線面の総合構成,立体構成では抽象的立体,デザインではポスター製作      、
が比較的多い。

(D 室内計画実習
この分野では主に第二・三学年で実施され,色彩実験・生体漫1定・室内設計製図・室内環境

測定・模型製作のテーマが多く行なわれている。設計では小住宅などがあり, 40時間以上か

けてある。小住宅の設計からその中に配置される装備品を検討 しデザインし工程を考えさせて

製作,塗装,原価計算まで一貫 したものとして総合実習として位置づけ卒業製作も兼ねる。こ

れらはいずれも 1～ 2年の基礎実習製図の応用として考察させている。

③ 生産管理
この分野は主に第二 。三学年で実施されているが比較的数は少ない。

⑨ 情報処理
この分野もほとんどの学校では実施 していないが,コ ンピューターを用いてデザインを描か

せるなど利用度は非常に大きいので将来増加されると思う。

⑩ 総合実習                                       l
この分野は主として高学年で実施され,低学年で実施 した木工・木工機械・造形実習の基礎

技術を用いて 1個の製品を完成させるように指導している。学校によっては卒業製作としてこ   |,(
の実習を行なっているが約 50時間位かけている。
最後に各学校では主として実習と座学の融和を図るように苦心 している。実習を通 して最も

基礎的な知識と技術を総合的に身につけたり座学の裏づけとしたり,応用と創造性を養うよう

に取り組んでいる。

9 デザイン科における実習
調査校のデザイン科 15科のうち 10科から回答が寄せられましたので,以下にその結果を
報告致 します。

(1)実習の単位数

調査各校の実習の学年別単位数を表 01に ,ま た, 3年間合計単位数を表 。2に示 します。
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表・ 1 実習の学年別単位数

単位数

学 年
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14

1 年 (実施校数 ) 1 3 2 1 1 1 1

2 年 (実施校数 ) 2 4 1 2 1

3年 (実施校数 ) 1 1 1 2 1 2 1

表 。2 実習の 3年間合計単位数

単 位 数 虔
Ｕ

７
‘

（
）

，

一

９

″

０
じ

，

し 24 （
∪
つ
０

０
０

実覇♂戻頚
~~「
可 1 2 1 1 1 1 1 1

表 。1,表 02か ら実習の単位数は各校の施設設備及びその他の条件によってかなりの違い
がある。また,デザイン科という学科の性格上から座学と実習の関連が強く,そ の他の諸学科

1    皇皆倉高層肩呈見せ智1看撃襖ti:httFの
調査で,座学と実習を一体化して考え,座学と

(2)お もな実習の学年別実施状況
おもな実習の学年別実施状況を表 03に示す。この表の分類は学習指導要領の分類に従った。

表 03 おもな実験実習の学年別実施状況

学 年

実習分野
1年 2   生F 3  4F

基

礎

デ

ザ

イ

ン

感
覚
表
現
実
習

平 面 構 成
（
） 2

色 彩 構 成 10 2

立 体 構 成 9

絵 画 3 3 3

彫 塑 3 2 1

材
料
実
習

木 本オ 1 1

金 属 1

合 成 樹 脂 1

紙 2 ] 1

デ
ザ
イ
ン

エ

　

業

生 活 機 品 デ ザ イ ン 6 6

産 業 機 品 デ ザ イ ン 1

交 通 機 体 デ ザ イ ン 1

エ デ

ザ

イ

芸 ン

木 口
田

口
印 1

金 ロ ロ

口
ロロ 1

陶 磁 1

テ キ ス タ イ ル 2
口
Ⅸ 飾 1

室 内 装 飾

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン

文 字 の デ ザ イ ン 4 6 3

グラ フ ィ ックデ ザ イ ン 2 3 7

パ ッケ ー ジ デ ザ イ ン 1 5 4

デ ィス プ レー デ ザ イ ン 1 1 3

写 百 4

F・日 届1 4

環構デ
ザ
イ

境成 ン

店 舗 1 3

イ ン テ リ ア ・ 家 具 2 6

公 土
（

施 設 2

染 色 9 3
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学 年

実習分野
年1 2   1F 3年

製

図

製 図 用 具 の 使 い 方 4

平 面 図 法
И
ｉ

立 体 図 法
つ
０

機 器 デ ザ イ ン 製 図 1

構 作 建 造 物 の 製 図 1 2
つ
０

建 一染 製 図 1

室内・家具デザイン製図 2

機 械 製 図 1 1

製  作 木
工 4

金 工 ]

総 合 実 習 ・ 卒 業 制 作
つ
０

(3)実習テーマ,実施校数,時間数について

表・ 4に実習テーマ,実施校数,時間数の一覧表を示す。

表 。4 実習テーマー覧表

●:

|

①

実 習 テ ー マ

基 礎 デ ザ イ ン~~干

ξ萬数転 )|  
≪婆丁再干
~

成

　

ク

構
　
　
一

構

幾

人

フ

緬
‥

14 35
（
υ 2

９

″

色

ィ

彩構成

○無彩色の構成
○色彩の感情

○配色の効果
〇色相 。明度 0 彩度
○文寸上ヒ ○面積と配置

ρ 12色環

（
υ
７
′

（
） 2

９

一

†

体

構

成

はりがねの構成 6～ 9 1 1 2

角棒・糸による引張構成 6 1 1 2

面材の構成
′
υ 1 1

本 (と び出す絵本)
´
Ｕ 1

′
υ

ペーパ ースカルプチュアー 6～ 16 2 1
つ
０

立体 カ レンダ 1 1

ランプ シェー ド 6～ 9 1

つ
０

ビルダーカー ド 6～ 9 2 2

割箸による立体構成 8 1 1

ストローによる立体構成 8 1 1

竹ひごによる立体構成
浚
Ｕ 1 1

プラスチックによる立体構成
／
■
９

″ 1 1

紙の立体ユニット (多面体 ) 6～ 8 1 1 2

立体凧 15 1 1
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| じ

実 習 テ ー マ 時間数(hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

風に動 く造形 9 1 1

立 シェル構造 6 1 ]

体 石膏レリーフ 8-25 , ９

一 4

構 粘土レリーフ 20 25 1 1 2

成 立体構成 (油土→石膏取り) 2 2

粘土による基礎立体構成 8 2
つ

´

静物鉛筆デッサン 8～ 24 2 1 1 4

人物鉛筆デ ッサ ン (目 画像 ) 4～ 15 l 1

鎗章 デ ッサ ン 12

幾何形態石膏デ ッサ ン 12

久
石膏面取り木炭デッサン 30 1

石膏胸像木炭デッサン 8～ 15 2 4

石膏モデルデッサン 8～ 12 1 2 3
ａ
υ

風景鉛筆デ ッサ ン 6-24 1 3 1

デッサン集の模写 4 1 1

ワ

″

廊下のスケッチ 8 ] 1

クロッキー (人物 ) 4～  9 2 2 4

植物淡彩写生 4～ 9 ソ^
“ 1 3

静物淡彩写生 6～ 18 3 1 2
′
Ｕ

風景画 (水彩画 ) 6～ 21 1 1 4

面
日本画

ワ

″ 1

植物 日本画 9 1

油彩静物画 15 1

彩色模写 12 1

彩色デッサン 15 1

コスチ ューム 6～ 8 1 2 3

彫

　

塑

頭部石膏彫塑 14-15 1 1 2

石膏模刻 1 1

木版画 12-22 1 1 2

石膏彫刻 12-25 1 1 1 3

グリップ木彫 9 1 1

デザイン用具の使い方 4～ 9 3 3

材

　

料

角材 (桧材)の特性
〔曲げ,剪断,ジ ョイント〕

6 1 1

紙の特性 (ジ ョイント製作 j 2

プ ラスチ ックの刑上特 l■_ 1

形態転化 15-22 2 1 3

② 工 業 デ ザ イ ン,工 芸 デ ザ イ ン

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

玩具デザイン 12-25 2 1 3

文具デザイン 1 1

照明器具デザイン 18 1 1

ストーブのデザイン・設計 18 1 1

-83-



② 工 業 デ ザ イ ン 工 芸 デ ザ イ ン

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

生

活

機

器

デ

ザ

イ

ン

雑誌入れのデザイン 15

電話台のデザイン 15

電気ポットのデザイン 18

電気アイロンのデザイン・製図

トースターのデザイ ン

家庭用機器のデザイン
Ｌ
υ
ｒ
υ 2 3

レコー ドブ レイヤーのデザイ ン 18 1

鉛筆削機のデザイン 35 1

環境衛生用具デザイン
９

一 1 1

品 (電気機器)デザイン
石膏,金属,プ ラスチック,
木材によるモデル製作

（
υ
つ
０ 2 2

調味料入れのデザイン・製作 30 1

つ
０
つ
０ 1

テ
ザ
イ

ン

産
業
機
器

事務用機器デザイン 24 1

インダス トリアルデザイ ン
９

″ 1

自動車モデル制作

(20分の 1ダ ミーモデル)
39 1 1

デ
ザ
イ
ン

下上
　
　
　
　
士
ム

テキスタイルデザイ ン 20-30 1 3
′
ｉ

織 1/2(壁掛,敷物 ) 50 ] 1

陶磁 (コ ー ヒーカ ッフ
゜
製作 ) 6 1 1

七 宝
一ｂ

1 1

●:

●

③ ビ ジ ュアル デ ザ イ ン

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

レタリング (文字のデザイン) 20-100 4 3 2 9

イラス トレーション 8～ 12 2 2

グ

フ

フ

イ

ツ

ク

ア

ザ

イ

ン

新聞広告デザイン 18-  25 3 2 5

観光 ポスター 23～   4 2

音楽会ポスター 18 1 1

ポスター展作品 ，

ａ 1 2 3

公害ポスター 28 1 1

学校祭ポスター 28 1 1

広告ポスター ∩
υ
つ
０ 2 2

雑誌広告デザイン (印刷 ) （
υ
つ
０ 2 2

何 的模様によるポスター 18 1 1

絵地図のデザイン 24 1 1

統計図表 （
υ
つ
０ 1 1

ノヾ ンフ レッ ト （
υ
つ
０ 1 1

絵本の作成 (ス トーリーから作成 ) 37- 48 1 2 3

本の表 19 1

カ レンダーの 42

包装紙
つ
０ 1

1
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||

③ ビ ジュ アル デ ザ イ ン

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

デ

ザ

イ

ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ

紙袋
浚
Ｕ
９

ａ 1 1

句
―
ョ

”知
ンデ．薬

ヤ

ケ

　

ャ

　

ｏ

キ

６

キ

チ

用

ゴ

用

カ

子

マ

供

ン

一Ⅲ箱装包

12-35 2 4 4
（
）

フア

うT
Iン

ネオンサインデザイン ′
Ｕ
つ
０ 2 2

看板 （
υ
月
■ 1 1

展示会場計画
′
υ 1 1

ウイン ドデ ィスプ レイ 24 浚
υ
つ
０ 1 1 2

写 真

[露禽握影檀1美響
室操作,] 48

，

“ 3 5

印

　

　

刷

シルクスクリーンE日届」 8-20 1 1 2 4

凹版印刷 5～ 8 3 3

平版印刷 8～ 12 2 2

車内刷ポスター印刷

(デザイン→印刷 )
30 1 l

写真植字及びフォトグラフ 4～ 12 1 1 2

④ 環 境 構 成 デ ザ イ ン

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

店舗計画 (平面図,模型 ) 40 1 1

喫茶店のデザイン

(平面図,展開図,透視図)
24-30 2 2

バス・ ス トップのデザイン

(デザイン→図面→製作 )
∩
）
う
０ 1 1

公園のデザイン （
Ｕ
力
仕 1 1

児童公園 (模型 ) 34 1 1

⑤ 染 色

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
夫 施 倹 致

1年 2年 3 生F 計

薦 願 染め 6～ 55 1 3

染料基礎実験

[進曇こ臭韓樹程警
性染料

]

９

″

ワ
′ 1 1

ろう染め,の り染め,捺染染め,
友禅染め

120 1 1

⑥ 製 図

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

年 2年 3年 言十

デザイン製図導入 4～ 8 3 3

平面図法 6～ 16 つ
０ 3
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⑥ 製 図

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

三面図表現 12-16 5 5

断面と相貫体 12～ 16 つ
０ 3

45° 透視図法 12-20 ９

“ 2

成角測点透視図法 18 1 1

軸測投影図法 16 1 1

陰影彩色透視図法
９

″ 1 1

アッセ ンブリー図
，

し

９

一 1 1
9

室内,外観透視図 10-40 2 2 1 5

室内展開図
′
υ
つ
０ 1 1

家具デザイン製図 18-36 1 2 3

建築製図 1 1

機械製図 1 1 2

器具デザイン製図
（
）
´
υ 1 1

小型電気製品,光学器機を透視図的
画法で表わす

９

し 1 1

工業製品 (ラ ジオ,TV)の 外観デ
ザイン,三角法で製図

18 1 1

椅子の実測 0製図 力
，
フ

一 42 1 1 2

なべ の実測製 図 とモデ リンク 15 1

タイニ ンクキッチ ンの計画と表小

(平面図,展開図,透視図 )
1 1

穆 1

〕

⑦ 製 作

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

デザイン用サイ ドテーブル
（
）
力
■ 1

塗装用ブースター 40 1

マイセル フ・ ボ ックス 40 1

マガジンラック つ
０
つ
０ 36 1 2

椅子 30-40 1 2

椅子のモデル製作 24 1

小物家具類 (額縁 )
ソ

一

機能的家具 (小椅子 ) 39 1

収納家具 48

工具箱 42 1

木材組手製作
（
υ

，

″ 1 1

照明器具 (ア クリル板の加工 )
（
）
９

“ 1 1

子供用ソリ (FPPの成形,加工 ) 44 1 1

金属工作 (基本.半球 ) ∩
υ
９

一 1 1

③ 総 合 実 習 。卒 業 制 作

実 習 テ ー マ 時間数 (hr)
実 施 校 数

1年 2年 3年 言十

○各部門で自由選択
○総合的に各部門をとり入れ,テ イ
デア・デザイン・製作を行う。

∩
）
瞑
υ 161 1 3 4
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14)ま  と め
表, 3及 び表, 4よ リデザイン科の実習では,基礎デザイン (平面構成,立体構成),工業
デザイン (生活機器デザイン),ビ ジユアルデザインの実施が高い。
以下に各分野別に概観 していくと

(a)基礎デザイン

感覚表現実習の基本である平面構成,色彩構成,立体構成は全校で実施 しており,デザイン

科の一年次の基礎教育内容とな つている。また,美術関係の実習も行ない,美術感覚を高めて

いる。

形を造 つて行 く時の基礎になる木材,金属,合成樹脂,紙などの材料実習はあまり実施され
ていないが,い ろいろな立体をつくる (立体構成)中 で,学習している。この立体構成のテー

マは各学校でいろいろ工夫 している。

(b)工業デザイン,工芸デザイン

)    身の回りの家庭用品のデザインが多くとりあげられていて,産業機械,織物などのデザインは
少ない。実施学年は 2, 3年 次にまたが つている。

IC)ビ ジユアルデザイン

この分野は 2, 3年 次に実施され,テ ーマ数 も多く,各学校でそれぞれ工夫し,生徒の創造

力を伸ばそうとしている。

ビジユアルデザインの構成要素である文字のデザインは 1年次から3年次にわたってよく実

施されている。

グラフィックデザインでは広告,ポ スターのデザインがとりあげられているc
パッケージデザインでは,包装箱のデザイン,製作がとりあげられている。

写真技術,印刷技術 も実施され,技術の習得がなされている。

(d)環境構成デザイン

3年次に実施されているが,実施率があまり高くない。テーマとしては喫茶店,公園のデザ

インなどがあげられる。

(el 染  色
あまり実施されていないが, 3年次に女子の選択テーマとして実施されている。

(f)製  図
この分野はデザイン製図で実施されるべきであるが,今回の調査で回答がえられたので集計
してみた。

製図の基本は 1年次で実施され,各種製品の製図は 2, 3年 次で実施されている。
lg)製  作
木工製作が主で, 3年次に実施されている。製品としては椅子,ボ ックスなどがあげられる。
lh' 総合実習,卒業制作
3年次にいろいろな分野の中から 1つの分野を選択 したり, 3年間の学習を総合 したテーマ

をえらび, アイデア,デザィン,製作を行なわせ,生徒の倉1造力を伸ばしている。

○実習と座学の関連について

デザイン科は科の性格上,実習と座学には密接な関係があり,実習単位数 も他の諸学科に比

較してもかなり多くとり,実習と座学を関連づ りて いる
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10 その他の諸学科の実験実習

11)精密機械科

回答校  5校の内容を機械科との比較で述べる。
a 機械工作実習について
○ 鋳造実習
実施校数は2校で,歯車 。平 llll受 。万力 。軸継手の型込め, マイクロメーター本体・

灰皿 。メダルの製作などを行なっている。

o 鍛造実習
実施校数は 2校で,け がき針,火造箸の製作を行なっているc

O 溶接実習,手仕げ実習,切削加工実習
5校全校で実施しており,実習内容は機械科の実習内容と同じである。しかし,時間

数の関係上,学校によりその内容は異なっており,基本的な内容にのみしばっている学

校 もある。

O 製作実習
機械模型の設計・製作 : 構想図,概略図,組立図,部品図を作成し,そ れをもと

とに加工,組立を行 う。 (2学年-90時間 )
ネジジャッキの製作 : 2学 年-47時 間
スコヤの製作 : 熱処理,硬 さ試験,平面研削,表面あらさ測定、ラップ仕上,平

面度の浸1定 ,平行度,直角度の潰1定 というように,加工と潰1定を結

合 している。 (2学年-24時 間 )
プラグゲージの製作 : 熱処理,研削仕上,超 l■上,表面あらさ,真円度, 円筒度

というように工作と測定を結びつけている。 (2学年-24時

間 )

油圧シリンダ製作 :  3学 年 -42時間
精密バイスの製作 :  3学 年-42時間
歯車の製作と測定 :  3学 年 -21時間
ね じの製作と測定 :  3学 年 21時間
○ 機械実習のまとめ
実習内容は機械科とはぼ同じである。ただ、製作実習で工作と測定を給合したテーマ

がとりあげられていたのは特徴的である。また,精密工作もよく実施している。
b 実験について
(1)材料実験,熱機関実験,流体機械実験

材料実験は 4校で,熱機関実験は 2校 て,流体機械実験は 3校 で実施しているが,そ

内容は機械科における,基本的な実験テーマで構成されている.

O 工業計測実験
精密測定は精密機械の基礎となるもので,全校で実施されている.そ の内容を以下に

示すの

マイクロメータ・ダイヤルゲージの取扱い,検査
ミニメータで限界ケージの検査,サ インバーで角度の測定
ローラを使ってテーパの測定,空気マイクロで工作物の測定

工具顕微鏡によるねじの測定,歯車の漫1定、測微干渉計 ,

表面あらさの浸1定、投影器による測定,測長機

動つりあい実験,回転数の淑1定 ,粘度の沢1定 ,切削動力試験

鷲
ン
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○ 電気実験
5校全校で実施されており,そ の内容は機械科における電気実験とほぼ同 じであるc

機械科と同一内容 :直流回路関係の実験,電力の測定,交流関係の実験
オシロスコーブ,電動機試験.計器の取扱い

機械科では全校て実施されてないが精密科では全校で実施されている内容として ,

電子工学実験 (ト ランジスタ, ダイォードの特性, トランジスタ回路)がある。
O 制御実験
5校全校て実施されており, この実験 もかなり定着 しているようである。その内容

を以下に示す。

フィー ドバック制御 :油圧噴射管による風量制御
モデルプラトによる流量・液面 。圧力制御

プロセスシュミレータを使った自動制御実験

10         シーケンス制御 :油圧実験, リレー回路,無接点回路
数値制御 :5校全校で実施 している。
O その他
電算機実習 :フ ォー トランによるフロクラムを 2校て実施
ミシンの分解 :組立:分解 。スケッチ 。各部の測定・調整などを行い, 2校 で実施

施している。

C 精密機械科における実験実習のまとめ
機械工作実習,計測実験は機械科と同様 しっかり定着 している。また,電気実験,制御実
も機械科よりずっと定着 しているようである.

12)工業計況1科

回答校は 2校て,そ の内容を機械科,精密機械科と比較 して述べる。
○ 機械工作実習 :機械程「 精密機械科ほど時間数は多くなく, 1年間に基本作業を

実施しているし

O 材料実験 :材料実験の基本内容を浜1定領域で実施しているっ
O 精密浜1定
○ 工業計測

0 電気実験

○ 自動制御

長さ測定器の検査を中心に実施 している。

温度計の比較実験,熱電対の比較実験,差動変圧器 ,イ卿王空気の浜1定 ,

送風機の特性,容積流量計の特性,空気マイクロメータ,圧力計の検
定

化学分析 (赤外線分光光度計, ガスクロマ トグラフ,ボーラログラフ,

光電式比色計 )

などを実施している。

直流回路関係, テスターの製作,交流回路,電力測定,真空管・ トラ
ンジスタの特性,電子回路などを実施 している。
温度,圧力,液面,風量などのフィー ドバック制御,サ ーボ機構

○ 工業計測科における実験実習のまとめ
工業計測,電気, 自動制御関係の実験をしっかり実施している。

131 機械工作科

回答校は 1校で,そ の内容は機械科とほぼ同じ (工作実習,材料実験, 計浜1実験,原動機
実験,電気実験で構成されている)である。ただ,工作実習の全体に占める割合が多いっ
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14)設計計測科

回答校は 1校て,そ の内容は機械科とほぼ同じである。

15)機械電気科

回答校は 1校で,そ の内容の概略を以下に述べる。

○機械科との比較 (機械関係の実験実習)

工作実習は機械科とほぼ同じであるが,材料実験・工業計浸1実験の内容は基本的な

テーマに限られている。また,原動機実験は行なわれていない。

○電気科との比較 (電気関係の実験実習)

電気科における直流回路関係の実験,抵抗の測定,電力の測定,交流回路,直流機・

変圧器・誘導機の特性,電子管・ダイオード・ トランジスタの特性, シンクロスコー

プ,電子回路 (増幅回路,パルス回路),計 算機実習 (デ ィジタル式,ア ナグロ式)

自動制御,電気工事実習などの基本的なテーマが実施されている。
○まとめ

工作実習は機械科とほぼ同じであるが,電気関係の実験に関しては,実施内容から

いって機械科よりしっかり定着している。

(6)溶接科

回答校は 1校て,そ の内容は,溶接実習 (ガス溶接,電気溶接,特殊溶接)が主であり,

その他に,機械工作実習,材料実験,電気実験 (抵抗・電圧の測定,テ スタ,配線,溶接機の

構造,変圧器),工業分折 (化学天秤,直示天秤,光高温計,被覆アーク溶接棒の製造)板金
実習などがある。

O溶接実習の時間数 (3年間の総単位数 :19単位,学年順の単位構成 :7-6-6単位)
ガス溶接 : 1年 -30時間,  2年 -35時間,3年 -57時間
電気溶接 : 1年 -110時間, 2年 -105時間, 3年 -90時間
特殊溶接 : 2年 -21時間, 3年 -21時間
溶接作業に関しては,基本作業から応用作業までかなりの内容が実施されている。

(7)自 動制御科

回答校は 1校で,その内容は機械関係と電気・電子関係に分けられるが,電気・電子関係が

主である。

○機械関係の内容

機械工作実習 :旋盤, フライス盤,研削盤の操作   (時間数 :24時間)
材料実験 :引張・衝撃 0硬さ試験

工業計測 :ね じの精度検査)歯車の測定, ダイヤルゲージ,空気マイクロメータ,

はりによるたわみ測定

管路の摩擦抵抗,空気圧シーケンス制御,油圧回路実験 (特性試験,回路作成 )

品質管理実験

〇電気 。電子関係の内容

直流回路,抵抗浜1定,電力潰1定 ,直流機,0変圧器の特性

電子回路 (増幅回路,パルス回路, ロジック回路), D― A変換

アナグロ電子計算機,ディジタル電子計算機 (プ ログラミング)
〇計測 0制御実験

自動平衡計器,差動変圧器,ひずみ計によるひずみの測定

ヽ
プ
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電気―空気圧シーケンス制御,空気圧シーケンス制御 ,

流量の測定と制御 (差圧式,面積式, PID動作)
電空変換器)送風器の特性,プ ロセスシュミレータ
○自動制御科における実験実習のまとめ

自動制御科の内容は,工業計浜1科 とほぼ同一であり, これらの両科は,計測・制御
関係の内容を中心に構成している。

(8)建設工業科

回答校は 1校で, その内容は土木科における測量実習,材料実験,土質実験,施工実習て構
成されている。

(9)設備工業科

回答校は 2校で,そ の内容は浜1量実習,計画実習,計浸1実験,給排水 。衛生設備,空気調和

|む 
赫

で 温髯量詈

駐 尊 実酌 こ畑 でき&

平板測量, トランシット測量, レベル測量

○計画実習

室内気候の潰1定, じんあいの測定,換気量の浜1定 ,騒音分析
大気の状態量の測定, PHの浜1定 ,ガス検知実験,熱伝導率の測定
振動の測定 ,

○計測実験

回転数の測定,ス トレンメーター実験 (配管の応力測定)

○材料実験 :機械科の材料実験
○給排水・衛生設備実習

流量測定 (三角せき,ベ ンチュリ管,オ リフィス),管摩擦損失 ,

ポンプの性能試験,ス プリンクラの性能,衛生器具の性能 ,

水質試験

O空気調和設備実習

暖冷房運転性能, ボィラ運転性能,電子冷熱実験,冷凍機圧縮機実習
放熱器の性能,送風機の性能

′      ○電気実験
メガー・テスタの取扱い,単相交流電力の測定, ヒューズの溶断試験
変圧器・電動機の試験,接地抵抗の浸1定 , シーケンス制御 (電磁リレーの基本回路)
流量 0液面制御

○工事実習

管工事 :鋼管の切断・ねじ切り,組立,水圧試験,給排水配管
鉛管・塩化ビニール管 0ポ リエチレン管の接合

電気工事

単線の接続, より線の接続, コードの端末処理

ノップがいし,外線,硬質ビニール管,金属管, ビニール外装ケーブル, ネオ
ン管工事

板金実習

直ダクト・曲ダクト0フ ランジの製作

機械加工
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旋盤による作業

溶接実習

○設備工業科における実験実習のまとめ

給排水・衛生設備実習,空気調和設備実習を核にして,工事実習,測量実習,計画     `
実習などが考えられている。

住0 地質工学科
回答校は 2校で,そ の内容は浜1量実習,土質実験,鉱物関係の実験にわけられ,浜1量実習,

土質実験は土木科の実験実習の内容と同じなので,鉱物関係の実験実習について説明する。
O岩石・鉱物の肉眼鑑定,  ○岩石薄片の製作と偏光顕微鏡による観察
O地質調査 (ルートマップの作成, クリノメータによる地層の走向傾斜の測定 )

○岩石の比重・吸水率・含水率測定,圧縮・引張・せん断試験
0試錐実習   ○さく岩実習   O選 鉱実習

住J 造 船 科                                    :⌒ ｀

回答校 3校の内容を機械科と比較しながら述べよう。

造船科における実験実習は10～ 11単位で実施され,そ の内容は溶接,鍛造)機械,木工,現
図,水槽,材料,建造などの実習 0実験から構成されている。
a 機械科と類似した内容の実習
○溶接実習

アーク溶接,ガス溶接,ガス切断, C02 ア~ク 溶接, イナートガスアーク溶接な

どが行なわれ, とくに切断のウェートが機械科に比べて重くなっているのが目立った。

O鍛造実習 0板金加工実習

塑性加工の概念と実際作業の学習を目的として行なわれ,製品として火ばし,バー

ル,かなづちを鍛造で,せ っけん箱, ちり取り,如露の口を板金加工で作っている。
O機械実習

旋盤作業がおもに行なわれ,曲面削り,ハ ンドル製作,テ ーパ削り,段付軸製作 ,

ネジ切りなどを取り上げている。また,形削盤,鋸盤, フライス盤, ボール盤,平面・

円筒研削盤などの作業も扱われ,安全作業にも留意し, 切削工具と使用条件の関連も     ′
しっかりおさえながら機械実習を行なっている例もあった。

○材料試験                                      I
引張試験,硬 さ試験,光弾性試験 (応力分布測定),曲 げ試験 , X線探傷試験など

が主体を占め,金属組織試験,衝撃試験も行なわれている。
〇仕上実習

基本練習のあと,引張試験片,六角柱,ネ ジ切り,ボ ンチなどを使っている。
b 造船科に特有な内容の実習
O水槽試験 (3校とも2・ 3年で,12～ 30時間の範囲で実施 )

静水中抵抗計測,波浪中抵抗計潰1,有効馬力の算出と解析,船体運動実験が主軸と

なり, このほかプロペラ性能試験を行なう学校も見られた。水槽に直接関係ないが、

傾斜試験,排水量を求める計算,復元力計算も行なわれている。
O現図  (3校 とも 1・ 2・ 3年 で,10～ 40時間の範囲で実施 )
立体幾何画法,各種展開法による外板,縁板,縦通材の展開,縮尺現図について行
なっている。

○木工・建造  (3校 て10～ 52時間の範囲で実施 )
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各種木工機械,木工具の使い方を学ばせている。
ヨット,ボートを建造するところまで行なっている。

C 造船科における実験実習のまとめ
上記のように造船科では,機械科て行なわれている基本的な実験実習の内容と造船科独自の

水槽試験,現図実習,木工・建造実習などの内容が約半々の割合で構成されて実施されている
と考えられる。

住2自 動 車 科
回答校 3校の内容を機械科と比較しつつ述べよう。

自動車科における実験実習は13～ 15単位で実施さオ1,ている。内容については,回答校 3校の

うち 2校は機械科の内容と約半分位オーバーラップしているが,他の 1校はそれが約三分の一

程度におさえられ,残 りは自動車についての専門的な内容で占められている。

o  a。盤勇根″基吼
容
?二層.1～ 2年でお～琲間の範囲で鋼

ガス溶接,ア ーク溶接,ス ポット溶接,溶断などが行なわれ, 2校 では板金塗装と

組み合わせて実施されている。

○材料試験  (3校 て, 2～ 3年 で 6～ 45時間の範囲で実施)
硬さ試験, 引張試験,衝撃試験,金属組織試験が行なわれている。
O旋盤実習・工作機械実習  (2校 て, 1～ 2年 で42,63時間で実施 )
旋盤ではチャック作業,セ ンタ作業によいら、立て,端面仕上,段付削り,円筒削り,
テーパ削りを行なわせ,工作機械としてフライス盤,形肖1盤 ,平削盤,研削盤,歯切
盤などの各種作業により正四角柱, Vブ ロック,定盤の表面切削,平行台,歯車など

を製作させている。

O鋳造実習  (2校 ていずれも 1年 に行ない,21,35時間で実施 )
木型の製作,鋳型の製作,融解,鋳込み (亜鉛と Al)と 鋳造の一連の作業を行な
い,特殊鋳造法についてもS、れている.
0手仕上実習  (2校 で, 1年 に21,24時間で実施)
機械科で行なっている基本的な内容をとりあげている。

O電気実習  (3校 で,2～ 3年 に 6～ 48時間で実施 )

)       電流計,電圧計,抵抗の接続法,抵抗測定が共通 して行なわれているほか,学校に

より取り扱 う事項に非常な幅があるゥ自動車の電装品と直接むすびつけている場合も

あるっ

C計潰1実験  (2校 て, 2～ 3年 で16,18時間で実施 )
空気機械による流体の浜1定 ,風洞実験,油圧装置について,空気マイクロメータ,

表面あらさの測定,ね じの測定などがとりぁげられている。
b 自動車科の内容に特有な実習
O機関実習・機関整備実習  (3校 とも, 1～ 3年 で42～ 96時間で実施 )
各種機関の分解・組立 0没1定・配線 。附属装置の点検整備・機関調整など機関につ

いて繰返 し実習をかさねて徹底的に行なっているっ

C機関試験  (3校 とも, 3年 で 9～ 42時間で実施 )
負荷試験,始動試験,指圧線図, エンジンスコープ,拶[気ガス分析など性能試験の

主要項目について行なわれている。

C'シ ャシー実習  (3校 とも, 1～ 2年 で18～ 48時間で実施 )
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各種 トランスミッションの分解潰1定組立て,ハ イドロバック・差動装置の分解組立
て, ブレーキの分解組立てで主に構成されている。

○電装品試験 0電気実習 (3校とも, 2～ 3年 で16～ 42時間で実施 )

点火装置,充電装置,始動装置,水温計など自動車に必要な電気装置について,前     ・

述の基礎的な電気実習を遮ゝまえて,分解組立てを行なって学ばせている。
O車両検査 。自動車試験  (3校 とも, 3年 て,16～ 42時間で実施)
ブレーキ試験, フロントホイルアライメント, ホイルバランス, スピードメータ,

走行性能試験,エ ンジン調整,排出ガス測定などについて行なわれている。
C 自動車科のまとめ
自動車科では自動車科独自の機関実習,機関試験, シャシー実習,電気実習,車両試験が主
体をなし,そ れに機械関係の基礎的な内容を加えて実験実習が構成されている。
は3 窯業科
回答校は 3校て,そ の内容は化学分析,計浜1,窯業化学,製造実習を核にして他教科との有    ,
機的関連の下に基礎力の充実を図っている。

O化学分析

定性分析 (第 1属から第 5属までの陽イオンの分析)

定量分析 (セ メントの分析,け い酸塩鉱物など)

容量分析用器具の使い方

○計測

温度測定 粒度測定・比重・泥漿の粘度 0熱膨張と収縮および熱伝導率,示差熱分析
熱天秤分析 0屈折率と分散・色・ ガラスの耐酸・耐水,顕微鏡試料作製 0偏光顕微鏡
電位差滴定・炎光分析・セメントのフロー試験・曲げ試験・圧縮試験 。セメントの凝

結試験

○焦場とイビ学

陶磁器素地調合試験・成形焼成変化・焼結性・素地土の調合試験・釉薬の調合試験

釉の調整 0色釉・ガラス原料調整

○製造実習

陶磁器製造・ろくろ実習・いこみ実習・手づくりの成形・湯呑や大皿等の製作・石

膏形ケースの製作

○窯業科における実験実習のまとめ

窯業科の実験実習は基本テーマにそくして実施され,実習時間は他科よりも比較的
多い。

14 木工工芸科
回答校は 2校で,そ の内容はインテリア科の一部 (木材加工・木工機械・塗装接着・材料試

験・総合実習で構成されている)と ほぼ同じである。

O木材加工

工具の取り扱い方と研磨,基本加工 (鋸引き,削 り方の基本,墨掛け,穴彫り,柄
加工等),継手工作
○木工機械

帯鋸盤,手押し飽盤, 自動送り飽盤,昇降盤
○塗装接着

木材塗装 (ポ リウレタン, プリントシート, オイルフィニッシュ,ワニス,ク リヤー)
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意匠塗装 (ハ ンマートン装, メタリック塗,大理石塗,亀甲塗)

○材料実験

曲げ圧縮,引張り

0総合実習

ブックエンドの製作 (40時間))倉 1作壁飾棚 (54時間),マ ガジンラックの製作 (54

時間),整理ダンス製作 (66時間),チ ョーク箱製作 (8時間),絵具箱製作 (21時間),

これらの製作実習はみな木取作業,部材加工,機械作業,組立作業,塗装仕上の一貫

作業をやらせて基礎技術の充実と応用力を養成している。

11.お わりに

以上で,私達が本調査で目的とした,全国的に行なわれている工業の各専門学科ごとの実験

実習のテーマ 0内容を集計し)基礎的かつ標準的なテーマを明らかにすることに対して,不十

分ながら一応のまとめをしたと考えます。ただ, 今回 (その 2)の集計にあたっては, 私達
の専門外の分野が多く,内容的に不正確な所があるかと思いますが,各専門の方々にはそうし

た点がございましたら,是非私達へお知らせ下さるようお願いいた lン ます。今後,私達は本調

査て得られたものを更に詳しく検討して行きたいと考えます。また,関連する諸教科について

も少しづつ研究して行きたいと考えております。これからの新しい教育課程等の検討の際に,

本調査の結果が少しても役に立つことがあれば幸いです。

最後に,本調査に御協力下さいました関係諸先生方に心から感謝致します。
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